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北近畿をリードする創造性あふれるまち　福・知・山 
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　    号号ののおおももなな内内容容
● 平成２２年度決算報告
●ＫＴＲを未来に残すために！！
●小さな役所で高いサービスを目指して
●パブリックコメント（意見）募集
　第６次福知山市高齢者保健福祉計画
　第３期福知山市障害福祉計画
●第１１回佐藤太清賞公募美術展　ほか

1
1・15

ドッコちゃん ドッコちゃん 酒呑童子 酒呑童子 

福知山市のイメージキャラクター 福知山市のイメージキャラクター 

１月８日（日）　平成２４年福知山市成人式
　新成人の門出を祝う「平成２４年福知山市成人式」を三段池公園総合
体育館（猪崎）で行い、６５６人の新成人が参加しました。
　新成人を代表して、 荻  野  柚  里 さんが福知山市市民憲章「幸せを生き

おぎ の ゆず り

る」を朗読したほか、今年は新成人の主張として、 岩  　  学 さんが自衛
いわ さき まなぶ

隊派遣で自身が体験した東日本大震災と紀伊半島豪雨の被災地での活
動を報告し、「被災者のみなさんの役に立てたことを誇りに、何事も
最後まであきらめずに乗り越えていきたい」と述べ、また、 中  田  裕  也 

なか た ゆう や

さんは「今は学生ですが、大好きなふるさと『福知山』を思いながら、
成人として、責任をもって人生を選択していきたい」と力強い抱負を
語りました。
　また、松山正治市長は「震災や長引く景気の低迷など、厳しい船出
だが、市民憲章“幸せを生きる”を胸に刻み、自分の選んだ道と可能
性を信じ、新たな一歩を踏み出してほしい」とエールを送りました。

市民憲章を朗読する 荻  野  柚  里 さん
おぎ の ゆず り

新成人の主張を述べる 岩  　  学 さん（左）と 中  田  裕  也 さん（右）
いわ さき まなぶ なか た ゆう や
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「未来に向けた新たな一歩を踏み出す「未来に向けた新たな一歩を踏み出す
“大いなる飛躍”の年」“大いなる 飛  躍 ”の年」

ひ やく

９
日（
日
）大
江
町
毛
原 

　
日
本
の
棚
田
百
選
に
選
ば

れ
て
い
る
「
毛
原
の
棚
田
の

農
業
体
験
ツ
ア
ー
」
に
出
か

け
た
。
当
日
は
近
隣
や
京
阪

神
地
域
か
ら
約
６０
人
の
み
な

さ
ん
に
田
植
え
を
楽
し
ん
で

も
ら
っ
た
。
好
天
と
大
自
然

に
つ
つ
ま
れ
、
交
流
と
体
験

の
一
時
を
過
ご
し
て
も
ら
え

た
こ
と
と
喜
ん
で
い
る
。 

１３
日（
木
）土
地
内 

早
朝
市
内
の
茶
園
で
行
わ
れ

た
一
番
茶
の
茶
摘
み
を
激
励
し
た
。
今

年
は
低
温
・
日
照
不
足
の
影
響
で
、
茶

の
生
育
が
例
年
よ
り
一
週
間
ほ
ど
遅
れ

て
い
る
と
聞
き
心
配
し
て
い
た
。
お
茶

は
本
市
の
農
業
の
中
で
重
要
な
特
産
物

の
一
つ
で
あ
る
。
今
後
も
「
丹
波
福
知

山
の
お
茶
」
の
産
地
銘
柄
ブ
ラ
ン
ド
力

の
更
な
る
向
上
に
大
い
に
期
待
し
て
い

る
。 

※市のホームページ（市長室） 
　で閲覧できます。 

月

日（
水
）市
役
所

１２

２１
本
市
出
身
の
サ
ッ
カ
ー
選
手

大
槻
周
平
さ
ん
が
来
庁
さ
れ
、

お
お 
つ
き 
し
ゅ
う 
へ
い

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ「
湘
南
ベ
ル

し
ょ
う 
な
ん

マ
ー
レ
」へ
の
入
団
報
告
を
受
け

た
。福
知
山
か
ら
の
Ｊ
リ
ー
グ
入

り
は
初
め
て
。大
変
う
れ
し
い
し
、

福
知
山
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
と
っ

て
大
き
な
は
ず
み
に
な
る
。

大
槻
さ
ん
は「
プ
ロ
に
入
れ
た

の
も
、小
さ
い
時
か
ら
育
て
て
く

れ
た
親
や
兄
、指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
監
督
・
チ
ー
ム
の
仲
間
な

ど
、支
え
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
の
お
か

げ
。プ
ロ
に
な
っ
て
も
、

謙
虚
さ
を
忘
れ
ず
、福

知
山
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
、恩
返
し
で
き

る
よ
う
に
一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す
。応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
。

地
元
の
期
待
も
大
き
く
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

も
あ
る
と
思
う
が
、「
生
っ
粋
の
福

き 

す
い

知
山
」代
表
と
し
て
、健
康
で
元
気

に
、ケ
ガ
の
な
い
よ
う
プ
レ
ー
し
、

そ
の
左
足
で
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
て
、

ぜ
ひ
チ
ー
ム
を
Ｊ
１
に
昇
格
さ
せ

て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、ど
ん
ど
ん
活
躍
し
て
、

プ
ロ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
ぜ
ひ

福
知
山
に
も
引
き
連
れ
て
き
て
、市

民
に
披
露
し
て
い
た
だ
け
る
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　皆様には夢と希望に満ちた輝かしい新春をお迎えのこととお喜
び申し上げます。
　昨年市内では、第２６回国民文化祭・京都２０１１における「日本
『鬼』文化交流祭典」「盆踊りフェスティバル」が華やかに開催で
き、また「福知山市中心市街地活性化基本計画」が京都府内初の内
閣総理大臣認定を受けたことで、まちなか再生に弾みがつくなど喜
ばしい出来事も数々あった一方、東日本大震災や全国各地で台風災
害など甚大な被害が発生しました。本市でもまれにみる大雪・大雨で被害が出るなど、私たち
を取り巻く環境は依然厳しい状況が続いています。
　私は市長就任から３年半余り、常に市民目線に立って市民の幸せと市の限りない発展を目指
し「 礎 を築き・あくなき挑戦・新たな創造」という志をもって市政を推進して参りました。

いしずえ

本年は、市制施行７５周年の記念すべき年。「未来に向けた新たな一歩を踏み出す“大いなる飛
躍”の年」と位置づけ、現在策定中の第４次総合計画後期計画や第５次行政改革大綱を基本指
針に、市民の皆様の英知を結集し、共に汗を流し、喜びも苦しみも分かち合いながら「北近畿
をリードする創造性あふれるまち」の実現に向けて全力を傾注する決意です。
　そのためには「市民力」が欠かせません。私はこれまでにも様々な場面で、多くの皆様が未
来への夢とバイタリティを持って逞しく活躍されている姿を拝見し、心動かされました。こう
した皆様のふるさとへの愛着の深さこそが、本市の誇るべき財産であり、市の発展の最大の原
動力であると確信しています。
　「自分たちで出来ることは自分たちで、地域で出来ることは地域で頑張っていこう」という
心が、住みよいふるさとづくりの原点と考えます。
　先人や先輩が守り育ててきた自然や悠久の歴史・文化を守りつつ、変えるべきことは改革し、
「行ってみたい、住んでみたい、住んでよかった」と、人々を惹きつける魅力あるまちへと飛
躍するため、新たな第一歩を一緒に踏み出しましょう。
　今年一年が、皆様にとって大きく飛躍し、温もりがあり幸せを実感できる年となりますこと
を心からお祈り申し上げます。

　平成２４年１月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福知山市長
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経
常
収
支
比
率
と
は
、
人
件
費
・
扶
助
費
（
生
活

保
護
費
な
ど
）・
公
債
費
（
国
な
ど
か
ら
借
り
た
お

金
の
返
済
に
使
う
お
金
）
な
ど
、
固
定
的
な
経
費
に

対
し
て
、市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
の
何
割

が
使
わ
れ
た
か
を
示
す
比
率
の
こ
と
で
す
。一
般
的

に
市
で
は　

％
程
度
が
妥
当
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

75

近
年
は
ほ
と
ん
ど
の
市
が　

％
程
度
と
な
り
、財
政

90

運
営
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
市
税
収
入
が
減
収

と
な
っ
た
も
の
の
、
普
通
交
付
税
お
よ
び
そ
の
不
足

分
を
お
ぎ
な
う
臨
時
財
政
対
策
債
が
税
収
減
を
上

回
る
伸
び
と
な
り
、
経
常
一
般
財
源
は
前
年
度
比
で

　

億
７
３
２
８
万
円
増
加
し
ま
し
た
。 

ま
た
歳
出

１２で
は
、
扶
助
費
・
物
件
費
な
ど
が
増
加
し
た
も
の
の
、

人
件
費
、
公
債
費
等
の
圧
縮
に
よ
り
、
経
常
経
費
充

当
一
般
財
源
は
前
年
度
比
６
億
３
２
１
４
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
一
定
の
改
善
が
見
ら
れ

た
経
常
収
支
比
率
は
、
さ
ら
に
大
幅
な
改
善
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
と
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
設
置
目
的
に
沿
っ
て
独
立
採
算
を
基
本
に
運

営
す
る
会
計
で
す
。
本
市
で
は
、　

の
特
別
会
計
を

１７

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
会
計
は
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
を
受
け
、
そ
の
事
業
収
入
に
よ
り
経

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
下
表
参
照
）
全
体
的
に
は

改
善
が
図
れ
て
い
ま
す
。

実質収支
Ａ－（Ｂ＋Ｃ）

翌年度への
繰越財源（C）

支　出
（B）

収　入
（A）会　計　名 構成比

(％)
支出のうち
人件費

前年比
(％)

前年比
(％)

９億７２４７万円５億６９３０万円１７.４７１億２６２８万円４.２４０９億８９３４万円５．２４２５億３１１１万円一 般 会 計
１億８３３９万円－１.１７８０８万円－５.１７４億１９２４万円－２．７７６億０２６３万円国 民 健 康 保 険 事 業

特　

別　

会　

計

０－４３.７２０７８万円－０.８４７５２万円７．９４７５２万円国民健康保険診療所費
０－０.００－０.９１４７４万円－０．９１４７４万円と 畜 場 費

６７４万円１０万円６.５７５７８万円－１１.５１１億７２６１万円－１１．１１１億７９４５万円簡 易 水 道 事 業
２億８７９４万円５５２７万円５.３１億９６３３万円－２４.５３６億７０５５万円－２０．４４０億１３７６万円下 水 道 事 業
２１４１万円－１６.６１０６４万円３３.２６４０６万円３７．９８５４７万円宅 地 造 成 事 業

０－６０.９１２４７万円－３０．０２０４８万円－３０．０２０４８万円休 日 急 患 診 療 所 費
１４９万円－０.８４５９万円６０１.１５億４２６１万円２７９．１５億４４１１万円公設地方卸売市場事業

０－０.００－７０.３１１１０万円－７４．８１１１０万円老 人 保 健 医 療 事 業
－４２５４万円－０.００－７５.９１億１４１６万円－８０．１７１６２万円駅南土地区画整理事業
４２３５万円－１.５１２２５万円－１５.２８億３７４４万円－１３．２８億７９７９万円農業集落排水施設事業

－１９億８１２１万円－０.００－８.６２１億５１２９万円－２９．３１億７００８万円石原土地区画整理事業
－６億４０５９万円１０６８万円１.６２６２６万円－１６.４１５億９１８８万円２４．１９億６１９６万円駅周辺土地区画整理事業

６０１１万円－２.６１億６２０６万円５.０６１億９３６３万円４．５６２億５３７５万円保 険 事 業 勘 定介護保
険事業 ５５２万円－１０.８２９５万円１９.６２７４３万円１２．１３２９５万円介護サービス事業勘定

１５７１万円－１８.５７２１万円－４２.１３８９２万円－５１．７５４６３万円河守土地区画整理事業
０－９４.０１１万円－４０．８１２万円－４０．８１２万円下夜久野地区財産区管理会

１６１４万円－１.２１８６７万円０．９１６億１４０７万円０．８１６億３０２１万円後 期 高 齢 者 医 療 事 業
２５８４万円－１７.３１億１４２５万円１.９６億６０６８万円４.１６億８６５２万円ガ ス 事 業企

業
会
計

５９１９万円－１５.９１億９７８４万円－０.８１２億４４３５万円１４.７１３億０３５４万円水 道 事 業
９８０７万円－４１.９３５億３９３２万円２.２８４億４４３３万円８.９８５億４２４０万円病 院 事 業

会計別決算の状況

平成２２年度 決算報告
　平成２２年度福知山市歳入歳出決算は、平成２３年１２月の定例市議会で承認されました。
　一般会計では、３９年連続の黒字決算を確保しましたが、今後も非常に厳しい財政見通しが続
きます。これからも一層適切かつ厳粛な予算執行に努め、徹底した財政健全化に取り組んでい
きます。　　　　　　　　　　　　　　　　　※説明中の表はすべて端数処理をしています。

■財政課（℡２４-７０３５・FAX２３-６５３７）

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
概
要

経
常
収
支
比
率　
　

・
５
％

８３

　
　
（
前
年
比
７
・
０
ポ
イ
ン
ト
改
善
）

平成２２年度　決算報告
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収
入
と
支
出
の
差
額
か
ら
、翌

年
度
に
繰
り
越
し
て
特
定
の
事
業

を
行
う
財
源
を
差
し
引
い
た「
実

質
収
支
」で
、９
億
７
２
４
７
万
円

の
黒
字
を
計
上
し
ま
し
た
。（
昨
年

度
よ
り
１
億
８
４
３
０
万
円
の
増

加
で
す
。）

一
般
会
計

収　

入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

前
年
度
に
比
べ
、　

億
９
１
８
５
万

２０

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
も
な
理
由
は
、急
激
な
景
気
悪
化

か
ら
回
復
の
兆
し
が
で
て
き
た
も
の
の
、

前
年
所
得
を
も
と
に
計
算
す
る
個
人
住

民
税
は
大
き
く
落
ち
込
み
、市
税
全
体

と
し
て
は
１
・
４
％
の
減
に
お
さ
え
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、普
通
交
付
税

（
８
億
７
９
９
９
万
円
の
増
）、臨
時
財

政
対
策
債（
６
億
６
０
６
０
万
円
の
増
）

に
お
い
て
大
幅
増
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　

ま
た
、国
の
緊
急
経
済
対
策
事
業
や

子
ど
も
手
当
事
業
、ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま

整
備
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
合
併
特
例

事
業
の
実
施
に
伴
い
事
業
実
施
に
必
要

な
財
源
を
確
保
し
た
た
め
、国
庫
支
出

金
、市
債
等
の
特
定
財
源
も
増
加
し
ま

し
た
。そ
の
一
方
で
、財
政
調
整
基
金
や

減
債
基
金
か
ら
の
繰
入
に
つ
い
て
は
行

な
わ
ず
、財
政
健
全
化
に
努
め
ま
し
た
。

収入総額４２５億３１１１万円 
市税 113億1610万円（26.6％） 

繰 入 金 
2億0508万円（0.5％） 

使用料および手数料 
10億4596万円 
　　　 （2.5％） 

分担金および負担金 
6億8601万円（1.6％）
財産収入 
3億2768万円（0.8％）

繰 越 金 
7億1242万円（1.7％）

諸 収 入 
9億2367万円 
　　　（2.2％） 

寄 附 金 5251万円（0.1％） 
地方交付税 115億4862万円 

　　  （27.2％） 

国庫支出金 
54億8028万円（12.9％） 

市　債 
55億7890万円 
　　 （13.1％） 

各種交付金 13億6735円（3.2％） 
地方譲与税 4億6083万円（1.1％） 

府支出金 
28億2570万円（6.6％） 

収 入 
425億3111万円 

自 
主 

財 

源 

依 

財 

存 

源 

市税（113億1610万円）の内訳 

基金（貯金）残高の推移 

市債（借金）残高の推移 

固定資産税 
58億0004万円 
 　　 （51.3 ） 

入湯税　732万円 
 　　 　（0.1 ） 

たばこ税 
5億8696万円 
 　　 （5.2 ） 

都市計画税 
2億7063万円 
 　　 （2.4 ） 

軽自動車税 
1億8327万円（1.6 ） 

市民税 
44億6788万円 
 　　 （39.5 ） 

0 20 40 60 80 100 120 140

400 420 440 460 480 500 520 540

平成20年度 

平成19年度 

平成18年度 

平成21年度 

平成22年度 

（億円） 

（億円） 

平成21年度 
平成20年度 

平成19年度 

平成18年度 

平成22年度 

　平成22年度末の基金残高は、市民1人あたり約10万2000円 
（2万2000円の増） 

　平成22年度末の市債残高は、市民1人あたり約61万 
1000円（1万3000円の増） 

508億2000万円 

520億円 

490億9000万円 
488億7000万円 
497億5800万円 

68億2000万円 
77億6000万円 
90億6000万円 

65億2000万円 
83億5000万円 
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支　

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

前
年
度
に
比
べ　

億
５
６
５
８

１６

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

職
員
数
削
減
な
ど
に
よ
る
人
件

費
や
公
債
費
が
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
経
済
環
境
悪
化
に
伴
う
生
活

保
護
費
な
ど
の
増
や
子
ど
も
手
当

事
業
の
実
施
に
よ
り
扶
助
費
が
大

き
く
増
加
し
た
た
め
、
義
務
的
経

費
全
体
で
は
約
５
億
７
千
万
円
の

増
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由
で

す
。

　

ま
た
、
「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
整

備
事
業
」
や
「
埋
立
処
分
場
整
備

事
業
」
な
ど
の
大
型
事
業
が
進
捗

し
た
こ
と
、
小
学
校
耐
震
改
修
事

業
、
上
川
口
保
育
園
建
設
事
業
、

災
害
復
旧
事
業
な
ど
に
よ
り
投
資

的
経
費
が
約　

億
円
規
模
と
な
り
、

７８

前
年
度
に
比
し
て
９
億
円
増
加
し

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
で
は
、
緊
急
雇
用
事

業
を
は
じ
め
国
の
経
済
対
策
を
受

け
て
実
施
し
た
各
種
事
業
に
よ
り

物
件
費
が
増
加
し
た
ほ
か
、
定
額

給
付
金
の
減
な
ど
に
よ
り
補
助
費

が
減
少
し
、
さ
ら
に
特
別
会
計
へ

の
健
全
化
繰
出
の
減
に
よ
り
繰
出

金
が
減
と
な
り
ま
し
た
。

支 出 
409億8934万円 

支 出 
409億8934万円 

災害復旧費 
4億9915万円（1.2 ） 

議会費 
3億0869万円（0.2 ） 

消防費 
13億1223万円 
（3.2 ） 

民生費 
118億1440万円 
（28.8 ） 

労働費 
2億1926万円 
（0.5 ） 

公債費 
54億8085万円（13.4 ） 

衛生費 
48億0730万円（11.7 ） 

支出総額 ４０９億８９３４万円 

総務費 
70億0189万円 
（17.1 ） 

土木費 
42億6188万円（10.4 ） 

教育費 
29億6327万円 
（7.2 ） 

農林水産業費 
15億3239万円 
（3.7 ） 

商工費 
7億8803万円（1.9 ） 

目的別の構成比 性質別の構成比 

扶助費 
72億1494万円 
（17.6 ） 

人件費 
67億8796万円 
（16.6 ） 

貸付金・出資金 
2302万円 
（0.1 ） 

維持補修費 
3億867万円（0.7 ） 

投資的経費 
78億3071万円 
（19.1 ） 

公債費 
54億4829万円 
（13.3 ） 

物件費 
41億9802万円（10.2 ） 

積立金 
16億3369万円 
（4.0 ） 
補助費等 
27億9652万円 
（6.8 ） 

繰出金 
47億4752万円（11.6 ） 

義 
務 

的 

経 
費 

用
語
解
説

【
臨
時
財
政
対
策
債
】国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税

の
原
資
不
足
を
補
う
た
め
市
が
一
時
的
に
借
り
る
お
金

【
財
政
調
整
基
金
】財
政
の
健
全
な
運
営
を
図
る
よ
う
財

政
の
不
足
な
ど
に
備
え
る
た
め
に
積
み
立
て
る
お
金

【
減
債
基
金
】地
方
債
の
償
還
な
ど
に
必
要
な
財
源
を
確

保
す
る
た
め
に
積
み
立
て
る
お
金

【
市
税
】市
民
税
や
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
な
ど
、み

な
さ
ん
が
市
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

【
繰
入
金
】特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る
基

金
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

【
使
用
料
・
手
数
料
】市
の
施
設
の
使
用
料
や
、証
明
書
発

行
な
ど
の
手
数
料

【
分
担
金
・
負
担
金
】市
が
行
う
事
業
で
特
に
利
益
を
受

け
る
人
が
、市
に
納
め
て
い
た
だ
く
お
金

【
繰
越
金
】前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
お
金

【
財
産
収
入
】市
が
持
っ
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
貸
し
付

け
や
売
却
に
伴
う
収
入

【
諸
収
入
】預
金
利
子
な
ど
、ほ
か
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
収
入

【
寄
附
金
】市
に
寄
附
い
た
だ
い
た
お
金

【
地
方
交
付
税
】市
の
財
政
規
模
な
ど
に
応
じ
て
、国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫
支
出
金
・
府
支
出
金
】補
助
金
な
ど
特
定
の
目
的

に
財
源
と
し
て
、国
や
府
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
市
債
】事
業
を
行
う
た
め
に
、国
な
ど
か
ら
借
り
る
お
金

【
各
種
交
付
金
】国
や
府
の
税
金
な
ど
か
ら
、一
定
の
率

で
交
付
さ
れ
る
お
金

【
地
方
譲
与
税
】国
の
税
金
と
し
て
徴
収
後
、配
分
さ
れ

る
お
金
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用
語
解
説

【
実
質
赤
字
比
率
】福
祉
、教
育
、ま
ち
づ
く
り

と
い
っ
た
中
心
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
一
般

会
計
な
ど
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、財
政

運
営
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
。比
率
が
高
い
ほ

ど
深
刻
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】一
般
会
計
、特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、全
体
の

財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
。比
率
が
高

い
ほ
ど
赤
字
の
解
消
が
難
し
く
な
る
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】借
入
金（
地
方
債
）の
返

済
額
な
ど
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、資
金
繰
り

の
危
険
度
を
示
す
も
の
。比
率
が
高
い
ほ
ど
赤

字
再
建
団
体
に
な
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

【
将
来
負
担
比
率
】借
入
金
や
、将
来
支
払
っ
て

い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現
時
点
で

の
残
高
を
指
標
化
し
、将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示
す
も
の
。比
率

が
高
い
と
、今
後
の
財
政
運
営
に
問
題
が
生
じ

る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

【
資
金
不
足
比
率
】公
営
企
業
の
事
業
規
模
で

あ
る
料
金
収
入
や
資
産
の
価
値
な
ど
に
対
す

る
資
金
不
足
額
の
規
模
を
指
標
化
し
、経
営
状

況
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
。比
率
が
高
い
ほ
ど
、

経
営
に
問
題
が
あ
る
。

【
早
期
健
全
化
基
準
】健
全
化
判
断
比
率
の
う

ち
、い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上
に
な

る
と
、議
会
の
議
決
を
経
て
財
政
健
全
化
計
画

を
定
め
、自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
健

全
化
が
求
め
ら
れ
る
。

【
財
政
再
生
基
準
】健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
が
財
政
再
生
基
準
以
上
に
な
る
と
、

赤
字
再
建
団
体
と
な
り
、議
会
の
議
決
を
経
て

財
政
再
生
計
画
を
定
め
、国
な
ど
の
関
与
に
よ

る
再
生
が
求
め
ら
れ
る
。

将 来 負 担
比 率

実質公債費
比 率

連 結 実 質
赤 字 比 率

実 質 赤 字
比 率

156.513.3黒字のため
計上なし　

黒字のため
計上なし　福 知 山 市

350.025.017.1412.14早 期健全化基準

35.040.0020.00財 政 再 生 基 準

早期健全化基準H21H22会　　　計　　　名

20.012.38.8石 原 土 地 区 画 整 理 事 業

資金不足比率　※平成２１～２２年度に資金不足を生じる会計のみ計上　（単位：％）

健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
　

本
市
の
平
成　

年
度
の
財
政
健

22

全
化
比
率
は
、
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
率
、
将
来
負
担
比
率
、
資
金
不

足
比
率
と
も
す
べ
て
早
期
健
全
化

基
準
範
囲
内
で
し
た
。

　

全
て
の
比
率
で
、
早
期
健

全
化
基
準
範
囲
内
で
す
。

財
政
健
全
化
比
率

民生費

平成２２年度　１４５，１２８円
平成２１年度　１３１，８２９円
　　　　　（＋１３，２９９円）

土木費

平成２２年度　５２，３５３円
平成２１年度　５３，０９５円
　　　　　　（△７４２円）

商工費

平成２２年度　 ９，６８０円
平成２１年度　１２，３４０円
　　　　　（△２，６６０円）

公債費

平成２２年度　６７，３２６円
平成２１年度　７２，３７４円
　　　　　（△５，０４８円）

教育費

平成２２年度　３６，４０１円
平成２１年度　３４，３４０円
　　　　　（＋２，０６１円）

議会費

平成２２年度　 ３，７９２円
平成２１年度　 ３，９２３円
　　　　　 　（△１３１円）

総務費

平成２２年度　８６，０１１円
平成２１年度　６５，１８２円
　　　　 （＋２０，８２９円）

消防費

平成２２年度　１６，１１９円
平成２１年度　２８，４３３円
　　　　 （△１２，３１４円）

災害復旧費

平成２２年度　 ６，１３１円
平成２１年度 　２，１５４円
　　　　  （＋３，９７７円）

衛生費

平成２２年度　５９，０５３円
平成２１年度　５４，６９８円
　　　　　（＋４，３５５円）

農林業費

平成２２年度　１８，８２４円
平成２１年度　２１，６５７円
　　　　　（△２，８３３円）

労働費

平成２２年度　　２，６９３円
平成２１年度　　１，４８１円
　　　　　（＋１，２１２円）

投票箱  

用
語
解
説

【
民
生
費
】子
育
て
、障
が
い
者
、高

齢
者
な
ど
の
福
祉
の
充
実
に
使
う

お
金

【
公
債
費
】国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ

た
元
金
の
返
済
や
利
子
の
支
払
い

に
使
う
お
金

【
総
務
費
】課
税
・
戸
籍
・
選
挙
な
ど
、

市
の
総
務
管
理
に
使
う
お
金

【
衛
生
費
】健
康
の
増
進
、ご
み
の
処

理
な
ど
に
使
う
お
金

【
土
木
費
】道
路
や
河
川
・
公
園
な
ど

の
整
備
に
使
う
お
金

【
教
育
費
】学
校
教
育
・
生
涯
学
習
の

振
興
な
ど
に
使
う
お
金

【
消
防
費
】消
防
や
防
災
対
策
な
ど

に
使
う
お
金

【
農
林
業
費
】農
業
・
林
業
の
振
興
な

ど
に
使
う
お
金

【
商
工
費
】商
業
・
工
業
や
観
光
の
振

興
な
ど
に
使
う
お
金

【
議
会
費
】議
会
の
運
営
な
ど
に
使

う
お
金

【
災
害
復
旧
費
】災
害
被
害（
土
砂
く

ず
れ
な
ど
）を
回
復
す
る
た
め
に
使

う
お
金

【
労
働
費
】働
く
人
の
支
援
な
ど
に

使
う
お
金

※平成２２年度は、平成２３年３月３１日現在の人口８万１４０７人で、また平成２１年度は、 
平成２２年３月３１日現在の人口８万１６８７人で算出しています。

　一般会計歳出決算額を市民１人当たりで見ると
　合計　５０万３５１１円（昨年度　４８万１５０６円）
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　中期財政見通し（財政シミュレーション）は、中長期視点に立った計画的財政運営を
進めるため、歳入（収入）、歳出（支出）や基金残高（貯金）、市債残高（借金）がど
のように推移していくかを推計したものです。 
　中期財政見通しは、あくまで決算に基づき現行の行政サービスを継続した場合の数値
です。実際の財政運営は、中期財政見通しを毎年見直しながら、赤字にならないように、
行政改革を断行し、新たな財源確保や歳出（支出）の抑制を図っていきます。 

　平成２９年度までは黒字ですが、平成３０年度から平成３４年度は赤字となり、平成３５年度
は収支が均衡します。収支が赤字の場合は、基金（貯金）を取り崩します。 

　基金残高（貯金）は平成３０年度に最大の１１３億円に達しますが、平成３１年度から平成３４
年度までは収支不足のため基金を取り崩します。 

＊いずれの数値も一般会計に休日急患診療所費を加え、会計間相互の繰入れ、繰出しの重複部分を控除した【普
通会計】という地方財政統計上、統一的に用いられる仮想会計で策定しています。 

H21 

11収支差引額 

H22 

15

H23 

0

H24 

0

H25 

0

H26 

0

H27 

0

H28 

0

H29 

0

H30 

0

H31 

△3

H32 

△5

H33 

△4

H34 

△3

H35 

0

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

66

84
94 98 102 106 110 111 112 113 111 107 103 101 101

平成３５年度までの中期財政見通しを策定しました 

歳入（収入）から歳出（支出）を引いた収支の推移状況 

基金残高（貯金）の推移状況 

市 債 発 行 抑 制  

110 111 112 113 111

　土地開発公社解散のため、平成２４年度に第三セクター等改革推進債を５０億円発行する
と仮定した場合、平成２５年度には借入額が５９１億円のピークとなりますが、平成２６年度以
降は減少し、平成３５年度には３６８億円まで減少します。 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

486 495
519

589 591 584

434
411 388

368

市債残高（借金）の推移状況【普通会計】 

570
539

511 486
460
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こ
れ
ま
で
の
地
方
自
治
体
の
会
計

制
度
は
、
１
年
間
の
収
入
と
支
出
を

現
金
の
動
き
で
示
し
て
い
ま
し
た
が
、

施
設
が
ど
の
程
度
市
に
残
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
費
用
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
と
言
っ

た
情
報
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
財
務
４
表
は
、
そ
れ
ら
の

情
報
を
補
う
た
め
、
企
業
会
計
的
手

法
を
用
い
て
、
資
産
・
負
債
な
ど
の

ス
ト
ッ
ク
情
報
や
行
政
コ
ス
ト
に
か

か
る
費
用
な
ど
に
よ
り
、
市
の
総
合

的
な
財
務
状
況
を
示
し
た
も
の
で
、

近
年
、
全
国
的
に
作
成
が
進
ん
で
き

た
も
の
で
す
。

　

上
の
連
結
財
務
４
表
は
、
普
通
会

計
に
特
別
会
計
や
京
都
地
方
税
機
構

な
ど
の
一
部
事
務
組
合
、
土
地
開
発

公
社
、
福
知
山
ま
ち
づ
く
り
株
式
会

社
な
ど
の
第
三
セ
ク
タ
ー
を
含
め
た
、

オ
ー
ル
福
知
山
の
指
標
で
す
。

①
純
資
産
比
率（
純
資
産
／
総
資
産
）

　

・
０
％
（
昨
年
度
よ
り
０
・
６
ポ

６２イ
ン
ト
上
昇
）

　

企
業
会
計
に
お
け
る
自
己
資
本
比

率
に
相
当
し
、
資
産
の
う
ち
借
金
返

済
の
義
務
の
な
い
資
産
の
割
合
を
判

断
し
ま
す
。
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど

財
政
状
況
が
健
全
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。

②
受
益
者
負
担
率
（
経
常
収
益
／
経

常
費
用
）　

・
９
％（
昨
年
度
よ
り
１
・

４０

２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）

　

経
常
収
益
の
経
常
費
用
に
対
す
る

割
合
を
算
定
す
る
こ
と
で
、
受
益
者

負
担
割
合
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

平成２２年度決算に基づく 
連結財務４表は次のとおりです 

＊上記は、既存の決算情報を活用した「総務省方式改訂モデル」方式により算出しています。 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

67,690 
11,182 
20,770 
31,602 
4,136 
27,660 
40,030

資産の部 
（317,203） 

公共資産 
（292,820） 

負債の部 
（120,616） 

固定負債 
（108,183） 

流動負債 
（12,433） 

投資等 
（8,583） 

流動資産 
（15,356） 

繰延勘定 
（444） 

（１）貸借対照表 
資産、負債と純資産の３要素で構成されており、市全
体の所有する現金や建物・道路・土地や、その形成の
ために投資された資金や借金などがどれくらいあるか
を示したものです。 

（２）行政コスト計算書  
企業会計でいう「損益計算書」にあたるもので、１年間に提
供した行政サービスに要した費用と使用料や手数料、保険
料などから得られた収入を表しています。 

経　常　費　用 
　　人にかかるコスト 
　　物にかかるコスト 
　　移転支出的なコスト 
　　その他のコスト 

経　常　収　益 
純経常コスト（経常費用－経常収益） 

194,773 
△ 40,030 
24,763 
17,180 
△ 344 
245 

196,587

（３）純資産変動計算書 
貸借対照表の純資産の部が１年間でどのように変動し
たかを表しています。 

期首純資産残高  
純経常行政コスト 
財 源 調 達  
補 助 金 等 受 入  
臨 時 損 益  
そ の 他  
期末純資産残高  

8,018 
13,326 
△ 2,010 
△ 8,446 
△ 698 
2,172 
13 

10,203

（４）資金収支計算書 
企業会計でいう「キャッシュフロー計算書」にあたる
もので、１年間の市全体の現金の収入と支出がどのよ
うな理由で生じたのかを性質別で区分したものです。 

期首資金残高 
　経常的収支 
　公共資産整備収支 
　投資・財務的収支 
　翌年度繰上充用金増減額 
　　当年度歳計現金増減額 
経費負担割合変更等に伴う差額 
　　　　期末資金残高 

純資産の部 
（196,587） 

本
市
の
財
務
指
標
分
析
は
次

の
と
お
り
で
す

　道路、公園、下水道、学校などを整備する際に市ではお金を借
りています。お金を借りることは分割払いをするということです
が、その理由は２つあります。
①道路築造などの費用は、造った年に住んでいる人の税金だけで
支払うのではなく、お金を借りることで、将来住む人にも借金
の返済をしていただくことで、負担を公平にできます。

②大規模な建設工事をしなければいけない年でも、お金を借りて
分割返済することで、その年の費用負担を少なくすることがで
きるため、他の行政サービスが維持できます。

〈〈一一口口メメモモ〉〉市はなぜ借金をするのでしょう？
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　平成２２年度の一般会計は、歳入から歳出と翌年度繰越事業に充当する財源を差し引いた実質収
支は黒字決算となった。一方、特別会計は全１８会計のうち、土地区画整理事業の３会計が赤字決
算となった。その要因としては、事業の財源である保留地の売却が地価の下落により進んでいな
いことにあるので、早期に売却を進め収支の改善に努めてほしい。また、経常収支比率の改善に
大きく貢献した人件費の削減は評価するが、今後、円高や東日本大震災により景気低迷が予想さ
れ、国の財政状況はますます厳しさを増すことから、第４次行革の実行により、さらに経費節減
に努め、法令遵守を第一義として、最小の経費で最大の効果をあげるために、効率的な行財政運
営を執行し、住民福祉の増進に寄与してほしい。

一般会計・
特 別 会 計

　平成２２年度は、冷暖房需要などにより官公署用や商業用の業務用で増加し、約２５００万円の純利
益があったものの、供給区域の人口減少およびオール電化と太陽光発電をはじめとする新エネル
ギー事業の普及で、需要家数の減少に伴い事業収益が減ることが危惧される。今後も大幅な利益
増加は見込みにくく、経費節減などによる健全経営を維持し、安全を最優先とした安定供給に努
めてほしい。また、今後も引き続き経営改善に取り組むとともに、民営化に向けたあらゆる方法
を模索し、本市のガス事業にとって最善のあり方の実現に向けて努力してほしい。

ガ ス 事 業
会 計

　平成２２年度は、経営健全化に向けた料金改定による給水収益や受託工事収益などの増加により、
当年度収支では約５９００万円の黒字決算となった。節水意識や給水人口の減少による供給水量の増
加は期待できない状況にあり、老朽化した主要設備や管路の更新など、水道事業を取り巻く環境
は余談を許さないものがある。今後も計画的かつ効率的な運営を図り、良質で安定した水の供給
に努め、住民福祉の増進に寄与してほしい。

水 道 事 業
会 計

　平成２２年度は、当年度収支で約９８００万円の純利益となった。診断群分類包括評価制度（ＤＰＣ）
の継続や医療スタッフの確保、ドクターヘリによる救急重篤患者の受け入れ開始などの救急医療
の充実や、人間ドック事業の強化など高度医療の提供に努めた結果、新病院開院後初となる純利
益を生んでいる。今後も、救急医療、急性期医療を中心に高度で質の高い医療を提供し、地域に
根ざした基幹的総合病院として、また市民に安心を提供する「命と健康を守り信頼される病院」
として、引き続き医療体制の充実を継続してほしい。　

病 院 事 業
会 計

　監査委員の審査に付された健全化判断比率及び資金不足比率については、その算定の基礎とな
る事項を記載した書類は、いずれも法令などに準拠して作成され、その算定は適正であるものと
認めた。

健全化判断比
率 お よ び
資金不足比率

■監査委員事務局 （℡２４-７０７４・ＦＡＸ２３-６５３７）

　市長から審査に付された平成２２年度決算と健全化判断比率等に関する審査意見書の要旨をお知らせ
します。審査意見書は、市役所１階情報公開コーナーで閲覧できます。

監査委員の決算等審査意見書 (要旨 )

▼
一
般
会
計

　

４
億
５
０
３
６
万
４
０
０
０
円
を
増
額
し
、

４
０
５
億
５
０
０
８
万
２
０
０
０
円
に
な
り
ま

し
た
。

　

お
も
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

　
　
　
　
　
　
　

…
２
７
７
７
万
４
０
０
０
円

・
保
育
所
委
託
事
業

　
　
　
　
　
　
　

…
８
６
２
１
万
８
０
０
０
円

・
道
路
新
設
改
良
事
業
（
前
田
ア
ザ
ミ
谷
線
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
３
０
０
０
万
円

・
国
道
９
号
線
関
連
安
心
安
全
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
２
０
０
０
万
円

・
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
４
９
６
万
円

・
住
宅
耐
震
改
修
事
業　
　
　

…
９
０
０
万
円

・
農
地
農
業
用
施
設
・
林
道
施
設
・
道
路
橋
り
ょ

う
災
害
復
旧
事
業
…
２
１
５
７
万
４
０
０
０
円

▼
と
畜
場
費
特
別
会
計

　

２
６
２
万
６
０
０
０
円
を
増
額
し
、
２
０
３

２
万
６
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

▼
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計

　

４
８
６
万
９
０
０
０
円
を
増
額
し
２
５
０
６

万
９
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

▼
ガ
ス
事
業
会
計

　

１
４
１
９
万
１
０
０
０
円
を
増
額
し
、
９
億

３
４
３
９
万
１
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

▼
そ
の
他
６
特
別
会
計
で
人
件
費
を
補
正
し

ま
し
た
。

▼
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の

公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
及
び
旅
費
支
給

条
例

▼
市
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

▼
市
行
政
財
産
使
用
料
条
例

▼
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
等
補
償
条
例

▼
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例

▼
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
ほ
か（　

件
）

２１

※
詳
細
は
３
㌻
〜
６
㌻
を
参
照
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
２
件
）

▼
字
の
区
域
の
設
定
並
び
に
字
の
区
域
及
び

名
称
の
変
更

▼
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定（　

件
）

１１

▼
損
害
賠
償
の
額

▼
土
地
改
良
事
業
の
施
行

　
▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

 
横  
田  
克  
宏 
さ
ん
（
大
身
・
再
任
）

よ
こ 
た 
か
つ 
ひ
ろ

 
梅  
原  
美  
代  
子 
さ
ん
（
南
三
・
新
任
）

う
め 
は
ら 
み 

よ 

こ

　
「
原
子
力
発
電
に
依
存
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
」、「
障
害
者
総

合
福
祉
法
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  
補
正
予
算

　
　

月
定
例
市
議
会
が
、平
成　

年　

月
２
日

１２

２３

１２

（
金
）か
ら　

日（
木
）ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。市
で

２２

は
、こ
の
市
議
会
に
、一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

　

議
案
を
提
案
。９
月
議
会
か
ら
の
継
続
議
案
と

３４あ
わ
せ
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

  
条　

例（
一
部
改
正
）

  
そ
の
他

  
市
会
発
意

  
人　

事

一
般
会
計
補
正
予
算
・
平
成　

年
度
決
算
認
定
な
ど

２２

　

月
定
例
市
議
会

１２

  
平
成　

年
度
決
算

２２
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経常収支および輸送人員の推移 

０ 

５０ 

１００ 

１５０ 

２００ 

２５０ 

３００ 

３５０ 

０ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

Ｈ
３
 

Ｈ
４
 

Ｈ
５
 

Ｈ
６
 

Ｈ
７
 

Ｈ
８
 

Ｈ
９
 

Ｈ
１０
 

Ｈ
１１
 

Ｈ
１２
 

Ｈ
１３
 

Ｈ
１４
 

Ｈ
１５
 

Ｈ
１６
 

Ｈ
１７
 

Ｈ
１８
 

Ｈ
１９
 

Ｈ
２０
 

Ｈ
２１
 

Ｈ
２２
 

■ 宮福線 輸送人員（万人）　 ――― 赤字額（億円） 
■ 宮津線 輸送人員（万人） 

（億円） 

（年度） 

（万人） 

　

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
株
式
会
社
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
は
、

主
に
京
都
府
や
沿
線
自
治
体
の
出
資
に
よ
る
第
三
セ

ク
タ
ー
の
鉄
道
会
社
で
宮
福
線
と
宮
津
線
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
は
、
昭
和　

年
の
宮
津
市
と
大
江
町
河

４１

守
地
区
を
結
ぶ
国
鉄
新
線
と
し
て
事
業
着
手
し
た
宮

守
線
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
宮
守
線
は
、

昭
和　

年
の
旧
北
丹
鉄
道
の
廃
止
に
伴
い
、
区
間
を

４９

宮
津
か
ら
福
知
山
ま
で
変
更
し
た
宮
福
線
と
し
て
工

事
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
昭
和　

年
に
制

５５

定
さ
れ
た
「
国
鉄
再
建
法
」
に
よ
り
、
事
業
が
凍
結

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
宮
福
線
を
何
と
し
て
も
整
備
す

る
と
い
う
地
域
の
総
意
と
し
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄

道
「
宮
福
鉄
道
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、
昭
和　
５８

年
に
工
事
を
再
開
し
、
昭
和　

年
に
開
業
の
運
び
と

６３

な
り
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
平
成
元
年
８
月
に
現
在
の
「
北
近
畿
タ

ン
ゴ
鉄
道
株
式
会
社
」
に
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
、「
国

鉄
再
建
法
」
に
よ
り
赤
字
路
線
と
し
て
廃
止
決
定
さ

れ
た
Ｊ
Ｒ
宮
津
線
を
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
か
ら
引
き
継
ぎ
、
平
成
２
年
に
開

業
、
現
在
の
運
行
形
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

京
阪
神
と
近
畿
北
部
を
結
ぶ
大
量
輸
送
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
住
民
の
通
学
、

通
勤
な
ど
の
生
活
路
線
と
し
て
無
く
て
は
な
ら
な
い

公
共
交
通
機
関
で
す
。

―
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
主
な
歴
史
―

昭
和　

年　

宮
福
鉄
道
株
式
会
社　

設
立

５７

昭
和　

年　

宮
福
線（
福
知
山
駅
〜
宮
津
駅
間　
　

・

６３

３０

４
㌔
㍍
）
開
業

平
成
元
年　

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
株
式
会
社
（
Ｋ
Ｔ

Ｒ
）
に
名
称
変
更

平
成
２
年　

宮
津
線（
西
舞
鶴
駅
〜
豊
岡
駅
間　
　

・
８３

６
㌔
㍍
）
開
業

平
成
８
年　

福
知
山
〜
天
橋
立
間
の
電
化
・
高
速

化
工
事
が
完
了

平
成　

年　

本
社
を
京
都
市
内
か
ら
福
知
山
市
に
移

１９

転

平
成　

年　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
福
知
山
駅
高
架
開
業

２１

　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
利
用
者
は
、
平
成
５
年
度
に
約
３
０
３

万
３
０
０
０
人
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
近
年
は
約
２

０
０
万
人
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

収
支
決
算
は
、全
国
に　

社
あ
る「
第
三
セ
ク
タ
ー

３５

鉄
道
等
協
議
会
」
加
盟
会
社
の
中
で
最
も
悪
く
、
昨

年
度
は
６
億
７
０
０
０
万
円
の
赤
字
が
発
生
し
、
京

都
府
や
沿
線
自
治
体
で
補
填
し
て
い
ま
す
。
K
T
R

は
１
日
当
た
り
約
２
０
０
万
円
の
赤
字
を
出
し
な
が

ら
運
行
し
て
い
る
計
算
に
な
り
、
今
後
も
赤
字
額
の

拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
数
字
で
み
る
と
…

「
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
等
協
議
会
」
加
盟
会
社
全
国

　

社
中（
平
成　

年
度
）

３５

２２

経
常
収
支　

約
６
億
７
０
０
０
万
円
の
赤
字（　

位
）

３５

路
線
延
長　

１
１
４
㌔
㍍（
２
位
）

輸
送
人
員　

年　

約
２
０
３
万
４
０
０
０
人（
８
位
）

日 本 海  

若 狭 湾  

京丹後市 

豊岡市 

朝来市 

福知山市 

綾部市 

宮津市 

与謝野町 

舞鶴市 

京 都 府  

兵 庫 県  

但
馬
三
江

久
美
浜

甲
山

丹
後
神
野

木
津
温
泉

網
野

峰
山
丹
後
大
宮
野
田
川

岩
滝
口

天
橋
立

宮
津

栗
田

宮津市 

宮村

喜多

辛皮

大江山口内宮

二俣

大江高校前
大江公庄

下天津
牧

荒河かしの木台
厚中問屋
福知山

東雲

丹後神崎

四所
西舞鶴

豊
岡

丹後由良

ＫＴＲ宮津線

ＫＴＲ宮福線

KTRを未来に残すために！！ KTRを未来に残すために！！ 
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
歴
史
・
概
要

〜
沿
線
住
民
の
長
年
の
悲
願
〜

Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
現
状

〜
１
日
当
た
り
２
０
０
万
円
の
赤
字
〜
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KTRはこのままだとどうなる？ 

こうならないために 

負の連鎖 

利用者が 
さらに減少！？ 

路線の 
一部廃止も！？ 

赤字額の 
更なる拡大！？ 

運行本数減少！？ 
運賃値上げ！？ 

●北部地域総合公共交通検討会が発足
　今年度から沿線自治体の首長や学識経験者など
で構成する「北部地域総合公共交通検討会」が発足
しました。
　便数や運賃の見直し、バス代替を含めた運行形態
の検討や必要な設備投資など、ＫＴＲの経営改善策
全般にわたって話し合っています。
　今年度中に方針を決定すべく、現在検討が重ねら
れています。
●チームＫＴＲを展開
　安全安心な運行確保、利用者増加、持続可能な経
営の確立のために京都府が特別チームを組織し、ダ
イナミックな改革を目指して各分野の専門家を交
えて議論を展開中です。
　また、本市でも、独自のプロジェクトを立ちあげ、
ＫＴＲの活性化に取り組みます。

大江中学校の活動
　ＫＴＲの沿線に位置する大江中学校では、ＫＴＲの利用促
進策について生徒会を中心に話し合い、地元特産品を利用
した駅弁「 鬼  斬 り」や、鬼をモチーフにした車両ペイント

おに ぎ

を「ふくちやま中学生議会」などで提案されました。
大江中学校生徒会長

 由  里  浩  毅 さんのコメント
ゆ り ひろ き

　今年の初めに新聞でＫＴＲの問
題を知って大変驚き、どうしたら
ＫＴＲの利用者が増えるか全校生
徒から意見を聞いて提案しました。
　大江中学校の卒業生は、大江高
校以外に進学しようとすると、ほ
ぼ全ての卒業生がＫＴＲを利用し
て通学しています。
　また、僕の家の近所で、車の運
転が出来ない人は日常的に利用さ
れています。
　僕達は大江地域にＫＴＲが走っ
ていることを当たり前だと思って
いました。
　ＫＴＲが無くならないよう、出来
るだけ利用しようと思います。

●●● 地域住民の声 ●●●
　

京
都
府
や
沿
線
自
治
体
で
は
、
Ｋ
Ｔ

Ｒ
存
続
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

で
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

特
に
、京

阪
神
と
京
都
府
北
部
を
つ
な
ぐ
宮
福
線

は
、
北
部
地
域
の
活
性
化
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
生
命
線
で
あ
り
、
何
と
し
て

も
守
り
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

赤
字
経
営
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て

い
く
の
か
？
ま
た
、生
じ
た
赤
字
を「
誰

が
」・「
い
く
ら
」・「
ど
の
よ
う
に
」
負

担
し
て
い
く
の
か
？

　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
つ

な
い
で
い
く
た
め
に
、
何
が
最
善
な
の

か
考
え
、
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
き
て
い
ま
す
。

■
生
活
交
通
課
（
℡　

‐
７
０
２
０
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

〜
未
来
の
子
ど
も
た
ち
、京
都
北
部
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
〜

ＫＴＲはどうしてそんなに赤字なの？

●
利
用
者
の
減
少

　

利
用
者
数
が
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
３
分

の
２
に
減
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
の

ペ
ー
ス
以
上
に
鉄
道
離
れ
が
進
ん
で
い

ま
す
。

●
施
設
の
老
朽
化

　

車
両
や
鉄
道
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

修
繕
に
多
額
の
費
用
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

●
運
行
本
数
の
多
さ

　

同
規
模
の
第
３
セ
ク
タ
ー
鉄
道
と
比

較
し
て
、
路
線
延
長
が
長
く
、
運
行
本

数
も
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

●
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
相
互
乗
入
減
少

　

昨
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、天
橋
立

駅
〜
新
大
阪
駅
間
を
直
通
運
行
し
て
い

た
特
急
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。福
知
山

駅
で
の
乗
換
が
必
要
に
な
り
、不
便
さ
か

ら
利
用
者
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

●
宮
津
線

　

京
阪
神
か
ら
天
橋
立
へ
の
観
光
利
用

が
あ
る
宮
福
線
に
比
べ
、
沿
線
の
生
活

路
線
で
あ
る
宮
津
線
の
利
用
者
減
少
、

収
入
悪
化
は
特
に 
顕  
著 
で
す
。
ま
た
、

け
ん 
ち
ょ

も
と
も
と
国
鉄
時
代
の
昭
和
７
年
に
開

業
し
た
路
線
で
あ
り
、
老
朽
化
も
進
ん

で
い
ま
す
。

由里さんと車両模型

特産品を使用した駅弁
「鬼斬り」
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市
で
は
、
平
成　

年
度
に

１８

『
第
４
次
福
知
山
市
行
政
改

革
大
綱
及
び
実
施
計
画
』
を

策
定
し
「
合
併
に
よ
る
行
財

政
の
ス
リ
ム
化
」
な
ど
５
つ

の
推
進
項
目
を
柱
に
、
計
画

期
間
（
平
成　

〜　

年
度
）

19

23

の
５
年
間
で
「　

億
６
７
０

47

０
万
円
の
経
費
削
減
」「
平
成

　

年
度
に
経
常
収
支
比
率

23（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）を　

・
５

86

％
に
回
復
」
を
目
標
と
し
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
コ

ス
ト
の
削
減
な
ど
に
つ
い
て
、

計
画
的
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、「
５
年
間
で
職
員　

人
以

70

上
の
削
減
」
な
ど
、
２
２
４

項
目
の
具
体
的
な
達
成
目
標

を
定
め
、
毎
年
そ
の
実
施
状

況
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
度
が
計
画
の
最
終

年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
５

年
間
の
取
組
み
成
果
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

小さな役所で 
　高いサービスを 
　　　　　目指して 

小さな役所で 
　高いサービスを 
　　　　　目指して 

第4次福知山市行政改革取組成果をお知らせします  

合　　計
年度別実施計画

平成 23年度
（見込み）平成 22年度平成 21年度平成 20年度平成 19年度

４７億６７００万円１２億４７００万円１０億９４００万円９億３４００万円８億２０００万円６億７０００万円削 減 計 画 額

６２億６７００万円１５億９８００万円１５億４３００万円１２億５３００万円１１億１４００万円７億５８００万円実　 績　 額

１３１.５％１２８.１％１４１.０％１３４.１％１３５.９％１１３.１％計画に対する実施率

第４次行政改革実施計画と実績額（一般財源）

削減計画額は、端数処理などにより合計とは一致しません。
【一般財源】市の収入には、市税など使いみちの自由なお金（一般財源）と、国や府からの補助金など使いみちが決まっ
ているお金（特定財源）があります。計画では、一般財源の使用を節約し、財政運営にゆとりをもたせることが重要とい
う考えから、一般財源の使用をどれだけ削減できたかに着目して整理をしています。

※削減計画額と実績額は平成１８年度との対比を示しています。

■第４次行政改革のおもな取組成果
一般財源の削減効果額

おもな取組成果推進項目
実　績計　画

３３億６５００万円２８億４８００万円
・職員数の削減（７０人の削減計画に対し、９９
　人の削減を達成）
・大江地域の公立保育園の統合　　　　など

１合併による行財政の 
スリム化

１億４４００万円５７００万円・上川口保育園の公設民営化の実施
・放課後児童クラブの全市拡大　　　　など

２積極的な民間委託など
の推進

 － －

・自主防災組織の育成と連携体制の確立
・市長のなんでも相談日、まちかど懇話会の
実施

・市長交際費の公開拡大　　　　　　　など

３住民参加のまちづくり
の推進

 － －・多様な職員研修の実施
・積極的な情報公開の推進　　　　　　など

４分権型社会の担い手に
ふさわしい職員の育成

２７億５８００万円１８億６２００万円・給与制度の見直し（地域手当の廃止）
・遊休地などの売却　　　　　　　　　など５財政基盤の強化

６２億６７００万円４７億６７００万円計
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職
員
数
の
削
減
や
給
与
制
度
の
見
直
し
な

ど
、可
能
な
限
り
前
倒
し
で
計
画
を
推
進
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、一
般
財
源
の
５
年
間

の
削
減
効
果
額
は
、　

億
６
７
０
０
万
円
の

４７

削
減
計
画
額
に
対
し
て
、約　

億
６
７
０
０

６２

万
円
が
削
減
で
き
る
見
込
み
と
な
り
、当
初

計
画
を
上
回
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

経
常
収
支
比
率
で
は
、目
標
と
し
た　
・
５
％

８６

を
上
回
る　
・
５
％
を
達
成
す
る
な
ど
、財
務

８３

状
況
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、実
施
計
画
に
定
め
た
２
２
４
項

目
の
具
体
的
な
取
り
組
み
事
項
の
達
成
項
目

数
は
１
５
８
項
目
に
と
ど
ま
り
、　

項
目
が

６６

未
達
成
の
ま
ま
計
画
期
間
を
終
了
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
未
達
成
と
な
っ
た

項
目
に
つ
い
て
は
、取
組
み
内
容
を
分
析
し
、

総
括
を
行
っ
た
う
え
で
、第
５
次
行
政
改
革

に
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
ま
す
。

　

市
で
は
、さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
進
め
る

た
め
、第
４
次
行
政
改
革
の
成
果
を
踏
ま
え

て
、平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の

２４

２７

４
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た
第
５
次
行
政
改

革
を
断
行
し
ま
す
。指
針
と
な
る「
第
５
次
福

知
山
市
行
政
改
革
大
綱
」を
昨
年　

月
に
定

１２

め
、今
後
、実
施
計
画
を
３
月
ま
で
に
策
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
る
ほ
か
、後
日「
広
報
ふ
く

ち
や
ま
」で
も
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成　

年　

月

２３

１２

　

日（
月
）、第
４

１９次
行
政
改
革
の
取

組
み
状
況
に
つ
い

て
、市
民（
第
４
次

行
政
改
革
大
綱
策

定
時
の
行
政
改
革

推
進
委
員
会
委

員
）と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。平
成　

年
度
か
ら
毎
年
こ

１９

の
取
組
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、第
４
次

行
政
改
革
で
は
最
終
の
懇
話
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

委
員
か
ら
は
、今
後
の
行
政
運
営
や
第
５

次
行
政
改
革
の
取
組
み
に
対
す
る
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、

実
施
計
画
へ
の
反
映
や
さ
ら
に
効
率
的
な
行

政
経
営
を
目
指
し
て
行
政
改
革
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

〔
主
な
意
見
〕

▼
世
界
経
済
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
現
状
を

踏
ま
え
る
と
、行
政
改
革
は
こ
れ
ま
で
の

延
長
線
上
の
取
組
み
だ
け
で
は
足
り
な
く

な
る
。そ
の
こ
と
を
十
分
認
識
し
取
組
む

べ
き
だ
。

▼
行
政
改
革
の
次
の
段
階
で
は
、量
の
削
減

だ
け
で
な
く
安
定
的
な
歳
入
の
確
保
が
焦

点
と
な
る
。

▼
削
減
は
当
然
必
要
だ
が
、行
政
が
縮
小
し

て
し
ま
う
と
民
間
に
影
響
す
る
こ
と
に
な

り
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
だ
。地
域
経
済
が
冷

え
込
ん
だ
と
き
こ
そ
温
も
り
の
あ
る
対
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

▼
観
光
の
取
り
組
み
を
進
め
、交
流
人
口
の

増
加
に
努
め
る
べ
き
だ
。

▼
職
員
に
は
受
身
で
は
な
く
、積
極
的
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
心
が
け
て
ほ
し
い
。

▼
施
設
な
ど
の
統
廃
合
で
は
、地
域
活
力
の

低
下
に
も
つ
な
が
る
た
め
、一
気
に
進
め

す
ぎ
ず
、地
域
の
意
見
を
聞
い
て
進
め
て

ほ
し
い
。

▼
女
性
の
委
員
の
登
用
や
育
児
休
業
な
ど
男

女
共
同
参
画
の
取
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
。

※
第
４
次
行
政
改
革
実
施
計
画（
集
中
改
革

プ
ラ
ン
）の
平
成　

年
度
取
組
成
果
お
よ
び

22

平
成　

年
度
取
組
状
況
、第
４
次
行
政
改
革

23

の
総
括
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、各

支
所
の
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
市
長
公
室
政
策
推
進
係（
℡　

‐
７
０
３

２４

０
・　
　

‐
６
５
３
７
・
Ｅ
メ
ー
ルk

ik
ak
u

ＦＡＸ
２３

@
city
.fu
k
u
ch
iy
am
a.k
y
oto.jp

）

第
４
次
行
政
改
革
の
取
組
成
果

第
５
次
行
政
改
革
に
向
け
て

行
政
改
革
推
進
懇
話
会
を
開
催

　　動物園（三段池
　 　　公園内、猪崎）で人
気者の子ザルみわちゃんが、初めての「ゆず湯」を楽し
みました。
　普段はバケツで入浴しているみわちゃん。冬至のこ
の日は、市内の温泉施設から、特別にヒノキ風呂にユズ
を浮かべた温泉がプレゼントされました。

　最初は珍しくて戸惑っていたみわちゃんも、 二  本  松  俊  邦 園長にお湯をかけて
に ほん まつ とし くに

もらったり、大好物のミカンをもらったりすると少しずつ慣れ、湯船で大きく伸びをしたりユズやミカンをか
じるなどしてリラックスしていました。
　冬の寒い日でしたが、あたたかい湯に気持ちよさそうに浸かる姿で、訪れた
来園者を楽しませていました。

まちかど 
ウオッチング 

平成23年12月22日（木） 

「広報ふくちやま」にあなたが写ってい
たら、写真（L判）を１枚差し上げます。
■市長公室広報係（℡２４‐７０００）

ユズを浮かべた温泉に入り、大好
物のミカンを食べる「みわちゃん」
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市
で
は
、す
べ
て
の
高
齢
者
や
そ
の
家

族
が
地
域
社
会
に
お
い
て
、健
や
か
に
安

心
し
て
、生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
構
築
と
地
域
に
お

け
る
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
時
に
目
指
す
べ
き

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
達
成
に
向
け
て
平
成　
２４

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
３
年
間
を

２６

計
画
期
間
と
す
る「
第
６
次
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画（
中
間
案
）」を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
指
針
と
し
て
、介
護
保
険

制
度
上
の
各
種
事
業
の
ほ
か
介
護
予
防
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
支
援
事
業
、介
護

サ
ー
ビ
ス
や
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
な
ど

様
々
な
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
「
さ
さ
え
あ
い　

共
に
生
き
る
ま
ち　

ふ
く
ち
や
ま
」を
実
現
す
る
た
め
、計
画

（
案
）に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
適
切
な
介
護
給
付
・
介
護
予
防
給
付
の

実
施

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
基
盤
強
化
を
図
る
た

め
、よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
の
推
進
、制
度
や
各
サ
ー
ビ
ス
の
積

極
的
な
広
報
活
動
の
実
施
や
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
仕
組
み
の
周
知

に
努
め
ま
す
。

●
高
齢
者
保
健
福
祉
基
盤
の
充
実

　
「
介
護
」「
予
防
」「
医
療
」「
生
活
支
援
」

「
住
ま
い
」の
５
つ
の
項
目
を
一
体
化
し
て

提
供
し
て
い
く『
地
域
包
括
ケ
ア
』の
考

え
方
を
念
頭
に
置
き
、高
齢
者
や
高
齢

者
を
取
り
巻
く
地
域
の
事
情
、特
性
等

を
反
映
さ
せ
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

●
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え
る
シ
ス
テ

ム
づ
く
り

○
多
様
化
す
る
利
用
者
の
介
護
支
援

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、機
動
的

か
つ
弾
力
的
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤

整
備
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核

と
し
て
、高
齢
者
の
介
護
予
防
に
関
す

る
活
動
の
普
及
・
啓
発
や
介
護
予
防
活

動
の
育
成
や
支
援
を
行
い
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
強
化
と
介
護
予
防
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

○
認
知
症
の
見
守
り
や
早
期
発
見
な
ど

の
対
応
の
た
め
の
認
知
症
高
齢
者
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
強
化
、早
期
診

断
・
適
切
な
ケ
ア
の
普
及
、認
知
症
に
対

す
る
理
解
の
促
進
な
ど
認
知
症
支
援
策

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
加
す
る

中
、地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
高
齢
者

を
見
守
り
支
援
し
て
い
く
た
め
、住
民
同

士
の
交
流
や
住
民
と
関
係
機
関
な
ど
で

地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
情
報
の
共
有

を
図
り
問
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。ま
た
、高
齢
者
の
権
利
擁

護
や
高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応
、介
護
家
族

者
へ
の
支
援
な
ど
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

確
保
や
権
利
擁
護
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
高
齢
者
の
個
別
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た「
個

別
的
ケ
ア
」、必
要
情
報
、サ
ー
ビ
ス
を
包

括
的
に
対
応
す
る「
包
括
的
ケ
ア
」、長
期

間
に
わ
た
り
切
れ
目
な
く
継
続
的
に
関

わ
る「
継
続
的
ケ
ア
」の
実
現
を
目
指
し
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
の
連
携
を
図
り

地
域
包
括
ケ
ア
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

○
高
齢
者
の
住
環
境
に
つ
い
て
、介
護

保
険
制
度
の
住
宅
改
修
や
高
齢
者
住
宅

改
修
助
成
事
業
に
よ
り
、身
体
機
能
の

低
下
に
配
慮
し
た
住
宅
整
備
、改
善
を

促
進
し
ま
す
。

●
高
齢
者
が
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

○
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
、

高
齢
者
の
生
涯
学
習
活
動
、文
化
活
動
、

世
代
間
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

ま
た
、社
会
貢
献
活
動
な
ど
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

○
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、高

齢
者
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
、福
祉
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
の
醸
成
、福
祉
学
習
の
推
進
、関

係
機
関
と
連
携
し
交
通
安
全
、防
火
防

災
、防
犯
対
策
の
強
化
を
促
進
し
ま
す
。

募
集
期
限
／
２
月
９
日（
木
）

提
出
方
法
／
連
絡
先
と
氏
名（
事
業
者
・
団

体
名
）を
記
入
し
て
、件
名
を「
第
６
次
福

知
山
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
関
す
る

意
見
」と
し
て
、フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
封

書
・
は
が
き
ま
た
は
直
接
、高
齢
者
福
祉
課

ま
で
。様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。ま
た
、原
則
と
し
て
意
見
提
出
者
名
な

ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
。ご
意
見
に
対
し
て 

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画（
案
）の
概
要
は
、

高
齢
者
福
祉
課
・
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
・
各

支
所
窓
口
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
／
高
齢
者
福
祉

課（
〒
６
２
０
‐
８
５
０
１
福
知
山
市
字
内

記　

‐
１
、℡　

‐
７
０
１
３
・　
　

‐
９
０
７

１３

２４

FAX
２２

３
、Ｅ
メ
ー
ルkourei@

city.fukuchiyam
a.

kyoto.jp

）

応
募
期
限
　
２
月
９
日
（
木
）
ま
で 

高高
齢齢
者者
保保
健健
福福
祉祉
計計
画画

（（
中中
間間
案案
））のの
主主
なな
概概
要要

お
も
い
や
り
パ
ズ
ル
〔
解
答
編
〕

人
権

シ
リ
ー
ズ

おかーりふありば

すくきぱくどうろ

とまごろるきてで

めぐうそほへんな

いじよめちふやこ

とてりうよじくは

たよんつうわゆし

まれけじきしれわ
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障
害
の
あ
る
人
が
地
域
の
人
々
と
と

も
に
、人
格
と
個
性
を
尊
重
し
て
相
互
に

支
え
合
い
な
が
ら
生
き
て
い
く
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
、「
第
３
期 
福
知

山
市
障
害
福
祉
計
画
」の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、計
画（
案
）が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

●
相
談
支
援
体
制
の
強
化

　

身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、発
達
障
害
や
高
次
脳

機
能
障
害
な
ど
に
も
対
応
し
た
相
談
事

業
を
実
施
し
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
支

援
や
日
常
生
活
上
の
問
題
解
決
、就
労
に

関
す
る
支
援
な
ど
地
域
に
お
け
る
生
活

を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
相
談
体

制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

●
日
中
活
動
の
場
の
確
保

　

障
害
の
状
況
や
年
齢
に
応
じ
て
、日
中

の
活
動
が
で
き
る
よ
う
、生
活
介
護
や
自

立
訓
練
、就
労
支
援
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
は
じ
め
、地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、日
中
活
動
の
場
を
確

保
す
る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
自
ら
が
選
択
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

●
雇
用
の
促
進

　

一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
や
個
々
の
障
害

特
性
に
留
意
し
な
が
ら
就
労
を
推
進
す

る
た
め
に
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、企
業
、施
設
な

ど
と
連
携
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、ト
ラ

イ
ア
ル
雇
用
や
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
な
ど
を

活
用
し
て
、福
祉
的
就
労
か
ら
一
般
就
労

へ
の
障
害
者
雇
用
を
促
進
し
ま
す
。さ
ら

に
は
、障
害
の
あ
る
人
の
就
労
の
機
会
を

確
保
す
る
た
め
に
、障
害
者
就
労
支
援
の

た
め
の
体
制（
受
け
皿
）の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

●
地
域
生
活
へ
の
移
行
の
促
進

　

障
害
の
あ
る
人
が
施
設
や
病
院
か
ら

地
域
生
活
へ
移
行
す
る
た
め
に
必
要
な

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム（
共
同
生
活
援
助
）や

ケ
ア
ホ
ー
ム（
共
同
生
活
介
護
）の
必
要

量
を
確
保
す
る
た
め
に
、行
政
や
事
業
所
、

関
係
機
関
・
団
体
が
連
携
し
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、地
域
社
会
に
お
け
る
理
解
の

普
及
に
努
め
ま
す
。ま
た
、精
神
障
害
の

あ
る
人
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
育
成
を
事
業
者
に
働

き
か
け
、サ
ー
ビ
ス
供
給
量
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

募
集
期
間
／
１
月　

日（
金
）〜
２
月　

２０

１０

日（
金
）

提
出
方
法
／
連
絡
先
と
氏
名（
事
業
者
・

団
体
名
）を
記
入
し
て
、件
名
を「
第
３
期

福
知
山
市
障
害
福
祉
計
画（
案
）に
関
す

る
意
見
」と
し
て
、フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
・
封
書
・
は
が
き
ま
た
は
直
接
、社
会
福

祉
課
ま
で
。様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。ま
た
、原
則
と
し
て
意
見
提
出
者

名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
。ご
意
見
に
対

し
て
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
計
画（
案
）は
、社
会
福
祉
課
・
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
・
各
支
所
窓
口
・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
／
社
会
福
祉
課

（
〒
６
２
０
‐
８
５
０
１ 
福
知
山
市
字
内

記　

番
地
の
１
、℡　

‐
７
０
１
７
・

１３

２４

　
　

‐
９
０
７
３
、Ｅ
メ
ー
ル sh

afu
k
u

FAX
２２

@
city
.fu
k
u
ch
iy
am
a.k
y
oto.jp

）

　
　

月
１
日
号
に
掲
載
し
た
問
題
の
解
答
で
す
。
（
例
「
へ
る

１２
ぱ
ー
」
「
ふ
く
し
」
を
除
く　

コ
の
解
答
）

１２

《
用
語
解
説
》

ば
り
あ
ふ
り
ー
【
バ
リ
ア
フ
リ
ー
】
…
障
害
の
あ
る
人
が
、
社
会

生
活
し
て
い
く
う
え
で
障
壁
（
バ
リ
ア
）
と
な
る
も
の
を
除
去
し

よ
う
と
す
る
こ
と
。
社
会
的
、
制
度
的
、
心
理
的
な
す
べ
て
の
障

壁
の
除
去
と
い
う
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
。

ろ
う
ど
く
【
朗
読
】
…
文
章
や
詩
歌
の
感
情
を
く
み
と
り
、
発
音

正
し
く 
趣 
の
あ
る
よ
う
に
読
み
あ
げ
る
こ
と
。

お
も
む
き

て
ん
や
く
【
点
訳
】
…
視
覚
障
害
の
あ
る
人
が
、
文
字
を
読
め
る

よ
う
点
字
に
訳
す
こ
と
。

は
く
じ
よ
う
【
白
杖
】
…
視
覚
障
害
の
あ
る
人
が
、
歩
行
す
る
と

き
に
使
う
白
い 
杖 
の
こ
と
。

つ
え

し
ゆ
わ
【
手
話
】
…
音
声
や
聴
力
障
害
の
あ
る
人
に
よ
っ
て
用
い

ら
れ
る
伝
達
手
段
の
ひ
と
つ
。手
の
形
、動
き
に
よ
っ
て
意
味
を
伝

え
る
。

ほ
ち
よ
う
き
【
補
聴
器
】
…
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
人
の
聴
力
を
補

う
装
置
。

ほ
そ
う
ぐ
【
補
装
具
】
…
身
体
障
害
の
あ
る
人
が
装
着
す
る
こ
と

に
よ
り
、
失
わ
れ
た
身
体
の
一
部
、
あ
る
い
は
機
能
を
補
完
す
る

も
の
の
総
称
。 
義 
肢
   
（
義
手
・
義
足
）、車
い
す
、
補
聴
器
な
ど
が
あ

ぎ 

し

る
。

し
き
じ
【
識
字
】
…
文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
る
こ
と
。

け
ん
り
よ
う
ご
【
権
利
擁
護
】
…
自
己
の
権
利
や
援
助
の
ニ
ー
ズ

な
ど
の
表
明
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
に
代
わ
っ
て
、

援
助
者
が
代
理
と
し
て
そ
の
権
利
や
ニ
ー
ズ
の
獲
得
を
行
う
こ
と
。

じ
り
つ
【
自
立
】
… 
他 
か
ら
の
援
助
や
介
助
を
受
け
な
い
で
独
立

ほ
か

し
た
生
活
を
す
る
こ
と
。

て
ん
じ
【
点
字
】
…
紙
面
に
突
起
し
た
点
を
、
一
定
の
方
式
に
組

み
合
わ
せ
た
視
覚
障
害
の
あ
る
人
の
文
字
。

お
す
と
め
い
と
【
オ
ス
ト
メ
イ
ト
】
…
病
気
な
ど
が
原
因
で
腹
壁

に
人
工 
肛
門 
、
人
工 
膀
胱 
を
持
つ
人
の
国
際
的
な
名
称
。

こ
う
も
ん 

ぼ
う
こ
う

■
社
会
福
祉
課
（
℡　

‐
７
０
１
７
・　
　

‐
９
０
７
３
）

２４

ＦＡＸ
２２

応
募
期
限
　
２
月
１０
日
（
金
）
ま
で 

第
３
期
市
障
害
福
祉
計

画（
案
）の
主
な
概
要
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佐藤太清記念美術館

「佐藤太清賞公募美術展」
開催中！

　今回の入賞作品を展示しています。
とき／１月２３日（月）まで
ところ／佐藤太清記念美術館（内記一丁目）
入館料／大人２１０円、子ども１００円
開館時間／午前９時～午後５時
　　　　　（入館は午後４時４０分まで）
休館日／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
■佐藤太清記念美術館（℡兼ＦＡＸ２３‐２３１６）

「佐藤太清賞公募美術展　全国巡回展」
今回の入選・入賞作品６９点を全国で巡回展示します。
とき・ところ／▲

横浜会場　1月27日（金）～30日（月）
　横浜赤レンガ倉庫1号館（横浜市中区）▲

東京会場　2月23日（木）～26日（日）
　成増地域センター（アクトホール　東京都板橋区）▲

京都会場　3月7日（水）～11日（日）
　日図デザイン博物館（京都市勧業館地下、京都市左京区）▲

名古屋会場　3月20日（火・祝）～25日（日）
　名古屋市民ギャラリー矢田（名古屋市東区）
※いずれも入場無料

絵画の部　佐藤太清賞
『だれかのファンファーレ』

 塩  満  幸  香 さん
しお みつ さち か

日本画の部　佐藤太清賞
『 SCREEN 』 増  本  寛  子 さん

ス　ク　リ　ー　ン ます もと ひろ こ

 
絹  
谷  
幸  
二 
さ
ん（
洋
画
家
・
日
本
芸
術
院
会
員
・
東
京
芸
術
大
学
名

き
ぬ 
た
に 
こ
う 
じ

誉
教
授
）　

　

毎
回
、佐
藤
太
清
賞
の
審
査
に
参
加
し
て
早　

年
目
を
迎
え
、作
品

１１

が
年
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、実
力
が
接
近
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。絵

画
の
部
で
は
、出
品
者
と
出
品
点
数
が
昨
年
を
大
き
く
上
回
り
、若
い

諸
君
の
秀
作
が
多
数
集
ま
り
熱
気
あ
ふ
れ
る
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

絵
画
の
部
の
佐
藤
太
清
賞
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
作
に
個
性
と
進
取
の
気

性
が
満
ち
あ
ふ
れ
、上
田
美
里
さ
ん
の「
執
気
」は
、画
面
に
気
合
が
こ

も
り
独
特
な
覇
気
を
お
び
た
空
気
感
が
た
だ
よ
っ
た
秀
作
と
な
り
、清

水
信
悟
さ
ん
の「
密
」は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
抱
き
つ
つ
、蒼
天
の
窓
辺
に

集
う
若
者
た
ち
の
清
楚
な
美
し
さ
が
き
わ
だ
っ
て
い
ま
す
。塩
満
幸
香

さ
ん
の「
だ
れ
か
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
」は
、地
球
を
暗
示
す
る
円
形
の
構

成
の
中
に
、人
と
動
物
達
の
共
生
の
や
さ
し
い
気
持
ち
が
互
い
に
共
鳴

し
て
い
る
よ
う
で
す
。ま
た
、福
知
山
市
長
賞
の
濱
川
芽
依
さ
ん
の「
そ

の
先
に
」は
、清
新
な
水
と
緑
の
姿
が
新
し
い
表
現
で
と
ら
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

日
本
画
の
部
の
佐
藤
太
清
賞
、増
本
寛
子
さ
ん
の「
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

Ｎ
」は
、円
形
の
か
た
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
写
る
樹
々
の
影
が
新
鮮
な
画
面

構
成
を
作
り
、福
知
山
市
長
賞
の
河
野
有
希
さ
ん「
サ
ン
ダ
ル
と
遊
ぶ
」

は
、自
身
の
世
界
を
よ
く
画
面
に
表
現
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

応
募
作
品
の
入
落
は
紙
一
重
の
と

こ
ろ
が
あ
り
、惜
し
く
も
選
に
も
れ
た

作
品
の
中
に
も
実
力
、表
現
力
と
も

な
ん
の 
遜  
色 
も
な
い
秀
作
が
あ
っ
た
こ

そ
ん 
し
ょ
く

と
も
伝
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
捲  
土  
重  
来 
を
期
し
、再
び
挑
戦
し
て

け
ん 

ど 
ち
ょ
う 
ら
い

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
名
誉
市
民
の
日
本
画
家
・
佐
藤
太
清
画
伯
の
志
を
受
け
継
ぎ
、　

世
紀
の
芸
術

２１

文
化
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る「
佐
藤
太
清
賞
公
募
美
術
展
」に
、今
年
度
も
全
国
の

高
校
生
・
大
学
生
な
ど
か
ら
の
２
１
０
点
の
応
募
が
あ
り
、審
査
の
結
果
、佐
藤
太
清

賞
、福
知
山
市
長
賞
な
ど　

点
が
決
定
し
ま
し
た
。

６９

　

選
ば
れ
た
作
品
は
、全
国
で
巡
回
展
示
を
行
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
℡　

‐
７
０
３
３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

絵画の部　佐藤太清賞
『 密 』

みち

 清  水  信  悟 さん
し みず しん ご

日本画の部　
特選　福知山市長賞
『サンダルと遊ぶ』
 河  野  有  希 さん
こう の ゆ き

絵画の部　佐藤太清賞
『 執  気 』 上  田  美  里 さん

しゅう き うえ だ み さと

絵画の部　
特選　福知山市長賞
『その先に』
 濱  川  芽  依 さん
はま かわ め い

佐
藤
太
清
賞
に
寄
せ
て（
一
部
抜
粋
）

佐
藤
太
清
賞
に
寄
せ
て（
一
部
抜
粋
）

絵画の部　特選
『無題』

 高  本  夏  実 さん
こう もと なつ み

（福知山高校 2年）
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事
故
や
病
気
で 
高  
次  
脳  
機  
能  
障  
害 
に

こ
う 

じ 

の
う 

き 

の
う 
し
ょ
う 
が
い

な
っ
た
人
や
そ
の
家
族
、医
療
、福
祉
施
設
な

ど
の
現
場
で
働
い
て
い
る
人
を
対
象
に
、高

次
脳
機
能
障
害
特
有
の
障
害
の
理
解
と
、先

進
の
専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
の
現
状
を
学
習
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

と
き
／
２
月
５
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室（
内
記
三
丁
目
）

２４

講
師
／ 
石  
田  
順  
子 
さ
ん（
京
都
大
学
医
学
部

い
し 
だ 
じ
ゅ
ん 
こ

附
属
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
作
業
療

法
士
）

テ
ー
マ
／「
高
次
脳
機
能
障
害
に
対
す
る
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

※
申
込
は
不
要
で
す

問
い
合
わ
せ
先
／
社
会
福
祉
課
（
℡　

‐
２4

７
０
１
７
・　
　

‐
９
０
７
３
）

ＦＡＸ
2２

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
青
空
（
℡　

‐
２4

４
４
３
９
・　
　

‐
４
４
５
９
）

ＦＡＸ
２4

中
丹
脳
機
能
障
害
者
と
家
族
の
会「
さ
く

ら
」（
℡　

‐
５
１
１
８
）

４２

　

介
護
知
識
、
技
術
の
習
得
、
介
護
す
る
家

族
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
た
家
族
介
護
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　

介
護
す
る
家
族
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
い
い
の
か
悩
み
、
介
護

疲
れ
が
蓄
積
し
て
い
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご
参
加
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
抱
え
て
い
る
問
題
を
共
有
し
て
、
今
後

の
介
護
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
く
だ
さ
い
。

と
き
／
２
月　

日（
月
）

２０

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室（
内
記
三
丁
目
）

３１

対
象
／
市
内
在
住
で
介
護
し
て
い
る
家
族

内
容
／
実
技
教
室
「
立
ち
上
が
り
の
介
助

法
」・
交
流
会

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
高
齢
者
福
祉
課

高
齢
福
祉
係
（
℡　

‐
７
０
７
３
・　
　

‐

２４

ＦＡＸ
２３

６
５
３
７
）

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

20

60

す
る
制
度
で
す
。

　

自
営
業
者
、
学
生
な
ど
は
第
一
号
被
保
険

者
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務
員
は
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
す
る
と
同
時
に
第
二

号
被
保
険
者
に
、
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
第
三
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で

な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
害
が
残
っ
た

り
、　

歳
未
満
の
子
を
残
し
て
親
が
亡
く

18

な
っ
た
と
き
に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が

け
な
い
人
生
の「
万
一
」も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
第
一
号
被
保
険
者
は
市

区
町
村
役
場
で
、
第
三
号
被
保
険
者
は
配
偶

者
の
勤
務
先
な
ど
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

第
二
号
被
保
険
者
は
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の

加
入
手
続
き
に
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、

個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第
一
号
被
保
険
者
と
な
る
人
は
、　

歳
に

20

な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
で
あ
る
場
合
な
ど
、
収
入
が

少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

難
し
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
、
猶
予
・
免
除
と
な
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」「
保
険

料
免
除
・
一
部
納
付
（
免
除
）
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
ま
ま
国
民
年
金

保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、
万
一
の

と
き
に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
市
民
課
国
民
年
金
係

（
℡　

‐
７
０
５
７
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

国保
ひと口メモ

���
�

「所得がなくても
市・府民税の申告を！」
　国民健康保険の被保険者は、所得が
なくても市 ･府民税の申告が必要で
す。
未申告だった場合
●国民健康保険料の軽減対象となら
ず、保険料が高くなります。
●高額療養費の給付ができないこと
があります。
　後日申告をすることも可能ですが、
申告が遅れると、一旦高い保険料を支
払っていただいたり、限度額適用認定
証がすぐに発行できなかったりしま
す。
　市・府民税の申告は、期限内に市税
務課にお願いします。
■保険課国保料係

（℡２４-７０１９・FAX２３-６５３７）

第
６
回 
福
知
山
市

家
族
介
護
教
室 
開
催 　
 

新
成
人
の
み
な
さ
ん

国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う

高
次
脳
機
能
障
害
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
学
習
と
交
流

無料
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対
象
／
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生

ま
で（
春
休
み
、夏
休
み
、冬
休
み
中

は
４
年
生
ま
で
）の
児
童
で
、昼
間
家

庭
内
外
の
就
労
や
病
気
な
ど
の
理
由

で
児
童
を
見
ら
れ
る
保
護
者
が
い
な

い
場
合
。（
三
和
・
夜
久
野
・
大
江
地

域
は
、
４
年
生
以
上
の
利
用
も
可
）

受
付
期
間
／
２
月
１
日（
水
）〜
２
月

　

日（
火
）

１４必
要
書
類
／
利
用
申
請
書
、
勤
務
証

明
書
な
ど
昼
間
に
児
童
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
。

※
申
請
書
類
は
、
新
１
年
生
は
自
宅

に
郵
送
で
届
き
ま
す
。
在
校
児
童

は
学
校
か
ら
配
布
し
ま
す
。

提
出
先
／
子
育
て
支
援
課
、
各
支
所

窓
口
相
談
係
、
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
各
小
学
校
ま
で
。

※
現
在
、
利
用
さ
れ
て
い
る
児
童
に

つ
い
て
も
、
年
度
毎
に
申
請
が
必

要
で
す
。

■
子
育
て
支
援
課（
℡　

‐
７
０
６

２４

７
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

と
き
／
３
月
４
日（
日
）午
前　

時　
１０

３０

分
〜
午
後
２
時　

分
３０

と
こ
ろ
／
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
）

内
容
／
知
事
と
一
緒
に
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

募
集
対
象
／
京
都
府
内
に
在
住
し
、

平
成　

年
４
月
に
小
学
校
に
入
学

２４

す
る
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭

申
込
方
法
／
は
が
き
を
２
月　

日
１３

（
月
）ま
で
に
郵
送

〒
６
０
４
‐
０
８
７
４　

京
都
市
中

京
区
清
水
町
３
７
５　

京
都
府
立

総
合
社
会
福
祉
会
館
内

▼
母
子
家
庭
の
人
は
京
都
府
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
あ
て
へ

▼
父
子
家
庭
の
人
は
京
都
府
民
生
児

童
委
員
協
議
会
あ
て
へ

は
が
き
に
記
入
す
る
事
項
／

①
「
ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す
知
事

と
新
入
児
童
等
の
つ
ど
い
」
参
加

希
望

②
住
所
、
電
話
番
号
、
保
護
者
名
、

フ
リ
ガ
ナ

③
新
入
学
児
童
お
よ
び
同
行
さ
れ
る

兄
弟
姉
妹
の
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、

生
年
月
日
、
性
別

④
自
宅
か
ら
の
交
通
手
段
と
そ
の
経

費
（
最
寄
り
の
駅
、
片
道
の
経
費

と
人
数
を
記
入
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
京
都
府
中
丹
西

保
健
所
福
祉
室
（
℡　

‐
５
７
６

２２

６
・　
　

‐
４
３
５
０
）

ＦＡＸ
２２

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま

す
知
事
と
新
入
学
児
童

等
の
つ
ど
い

平
成　

年
度

２４

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
請
受
付

 ※１　講演会「災害と女性」（共に幸せを生きるまちづくり人権 
　　　講座、男女がともに考える「はばたきセミナー」第２講座） 
と  き／２月１１日（土・祝）午後１時３０分～午後３時 
ところ／大江地域公民館（大江町総合会館） 
内容／阪神淡路大震災・東日本大震災で被災女性の支援にあ

たられた講師による講演 
講師／正井礼子さん 
　　　（ＮＰＯ法人 女性と子ども支援センター ウィメンズネット・こうべ代表） 
演題／「災害と女性」～阪神淡路の経験は活かされたのか？～ 
※手話通訳・保育ルーム（希望者は１月31日（火）までに申込み必要）あります。 

※２　「全体会」 
と  き／２月１８日（土）午後１時～午後３時３０分 
ところ／市民会館ホール（内記三丁目） 
内容／基調講演、はばたきフェスティバル週間の報告など 
講師／田上時子さん（女性と子どものエンパワメント関西理事長） 
演題／「男女に地域の絆を深めよう 
　　　～笑顔・元気のあふれる社会の 
　　　ために～」 
※要約筆記・手話通訳・赤外線ループ・ 
　保育ルーム（事前申込不要）あります。 
■問い合わせ先／ 
人権推進室男女共同参画推進係（℡２４-７０２２・ＦＡＸ２３-６５３７） 

まさ　い　れい　こ 

た　がみとき　こ 

と　も 

入場無料 入場無料 

　福知山市とはばたきフェスティバル実行委員会では、男女共同参画社会の実現をめざして2月18日（土）に
「第１４回はばたきフェスティバル」を開催します。また、その日を最終日とする2月10日（金）～18日（土）を
「はばたきフェスティバル週間」とし、男女共同参画に関するさまざまな行事を開催します。 

＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊・＊＊＊＊ 

昨年のようす 

【はばたきフェスティバル週間イベント】
場　所内　　容日　時

大江高等学校
（大江町金谷）

講演会「デートＤＶについて」
講師： 斎  藤  真  緒 さん（立命館大学産業社会学部准教授）

さい とう ま お

※大江高等学校の生徒のみが対象です。

2 月 10 日（金）
午後１時４５分～３時１５分

大江地域公民館
（大江町総合会館）

講演会「災害と女性」(※ 1)
講師： 正  井  礼  子 さん

まさ い れい こ
2 月 11 日（土・祝）
午後１時３０分～３時

市民会館３４号室パパの井戸端会議
アドバイザー：ファザーリングジャパン

2 月 12 日（日）
午後１時３０分～３時３０分

市民会館３１号室
ＤＶ被害者への支援を学ぶ講座
講師： 福岡 ともみさん・

ふくおか

 友 
とも

 杉  明  日  香 さん（京都府事業）
すぎ あ す か

※要事前申込み

2 月 13 日（月）
午後１時３０分～３時３０分

まいまい堂
（下新町）

おしゃべりカフェ　※要事前申込み（２/１０（金）までに人権推進室まで。
申込多数の場合は抽選）

2 月 15 日（水）
午後７時３０分～９時

市民会館２４号室ジェンダーワークショップ
講師：市民人権サークルWITH YOU

2 月 17 日（金）
午後７時３０分～９時

市民会館ホール全体会　(※ 2)2 月 18 日（土）
午後１時～３時３０分
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本
市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
市
各
施
設
の

２４

余
裕
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
自
動
販
売
機
の
設

置
料
と
設
置
者
の
選
定
方
法
を
見
直
し
、
従
来

の
面
積
に
応
じ
た
定
額
制
か
ら
、
公
募
に
よ
る

入
札
に
よ
り
、
最
高
額
を
提
示
し
た
設
置
希
望

者
に
ス
ペ
ー
ス
を
貸
し
付
け
る
方
法
に
変
更
し

ま
す
。

　

▼
変
更
前

　
　

設
置
根
拠
…
行
政
財
産
使
用
料
条
例
に

基
づ
く
使
用
料

　
　

設 
置 
料
…
年
額
１
２
０
０
円
／
平
方

㍍
（
占
有
面
積
が
１
平
方
㍍
未
満
の
場
合
は
、

１
平
方
㍍
と
す
る
）

▼
変
更
後

　
　

設
置
根
拠
…
公
募
に
よ
る
価
格
競
争
に

よ
る
貸
付
料

　
　

設 
置 
料
…
設
置
希
望
者
の
提
示
し
た

最
高
貸
付
料（
最
低
貸
付
料
を
設
定
し
ま
す
）

　　

今
回
の
見
直
し
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
で
、
行
政
財
産
の
貸
付
け
範
囲
が
拡
大
さ
れ

た
た
め
、
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
公
募
に
よ
る

貸
付
け
を
行
う
こ
と
で
、
資
産
の
有
効
な
利
活

用
を
図
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
の
募
集
予
定
施
設
、
施

２４

設
担
当
課
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
詳
し
く
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
管
財
契
約
課
管
財
係
（
℡　

‐
７
０
３
８
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

　

市
内
の
コ
ー
ラ
ス
団
体
が
一
堂
に
集
ま
り
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
す
。

と
き
／
１
月　

日（
日
）

２９

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

２０

３０

と
こ
ろ
／
厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル（
西
中
ノ
町
）

主
催
／
福
知
山
市
・
福
知
山
市
教
育
委
員
会
・

社
団
法
人
福
知
山
市
文
化
協
会

主
管
／
福
知
山
市
合
唱
連
盟

出
演
団
体
／　

団
体

４２

入
場
料
／
２
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
・
前

売
券
・
当
日
券
同
額
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
福
知
山
市
合
唱
祭
実
行
委

員
会
事
務
局
（
℡　

‐
７
０
３
３
・　
　

‐
６

２４

ＦＡＸ
２３

５
３
７
）

　

市
自
然
科
学
協
力
員
の
指
導
で
早
春
に
咲
く

木
や
草
の
花
を
観
察
し
ま
す
。

と
き
／
２
月　

日（
土
・
祝
）

１１

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
・
猪
崎
）

申
込
み
方
法
／
２
月
９
日（
木
）ま
で
に
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
都
市
緑
化
植
物
園（
℡　

‐
６

２２

６
１
７
・　
　

‐
６
６
２
９
）
ま
で

ＦＡＸ
２２

医師による健康講座・健康教室を開催！ 医師による健康講座・健康教室を開催！ 

医師の
 

健康講
座 歯科医師

の 

健康教
室 

「笑う」と「血糖値や血圧が下がる」ってご存知
ですか？「笑い」は誰もができる健康法！楽しく
笑って学べる健康講座です。ストレス解消と、毎
日を心身ともに健康に過ごせる秘訣を教えます。 

と　き／２月７日（火）午後１時３０分～３時 
　　　　（受付：午後１時～１時３０分） 
ところ／夜久野ふれあいプラザ（夜久野町下町） 
内　容／講演テーマ 
　　　　「笑いで健康！～笑う人には健康きたる～」  
講　師／福知山医師会　古木勝也さん（内科医師） 
※古木先生と交友のある落語家 桂三扇さんにもお越し
　いただき、大いに笑っていただける講座を予定しています。 

対　象／福知山市民 
参加費／無　料　　 
※事前申込み不要。直接会場にお越しください。 
 
■西部保健福祉センター（℡３７-１２３４・FAX３７-１２４３） 

日常の健康と密接な関係のある歯の大切さと、細
菌・ウイルスによる感染予防や歯周病対策につい
てお話します。 

と　き／２月２日（木）午後１時３０分～３時 
　　　　（受付：午後１時～１時３０分） 
ところ／中央保健福祉センター（北本町二区） 
内　容／講演テーマ 
　　　　「歯ブラシで感染予防！」 
講　師／丹波歯科医師会　芦田　倫さん（歯科医師） 
対　象／福知山市民 
参加費／無料 
※事前申込み不要。直接会場にお越しください。 
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。 
※保育ルーム有り（事前申し込み必要、先着10人） 
※駐車場に限りがあります。 
　できるだけ乗り合わせてお越しください。 
■中央保健福祉センター（℡２３－２７８８・FAX２３－５９９８） 

笑いで健康！ 
～笑う人には健康きたる～ 

健康づくりはお口から！ 

ふる き かつ や 

あし だ　　さとる 

かつらさんせん 

広
報
ふ
く
ち
や
ま　

月
１
日
号
４
㌻
に
掲
載
し
ま
し
た「
国
民
文
化
祭
」の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て

１２

訂
正
し
ま
す
。■
第　

回
国
民
文
化
祭
福
知
山
市
実
行
委
員
会
事
務
局（
℡　

‐
７
０
８
３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２６

２４

FAX
２３

お
詫
び

正　

福
知
山
成
美
高
等
学
校
、
京
都
共
栄
学
園
中
学
・
高
等
学
校
、
府
立
福
知
山
高
等
学
校
３
校
合
同
吹
奏
楽
部

誤　

福
知
山
成
美
高
等
学
校
、
福
知
山
淑
徳
高
等
学
校
、
府
立
福
知
山
高
等
学
校
３
校
合
同
吹
奏
楽
部

２
月
の
植
物
観
察
会　 
無　
料 

市
施
設
の
自
動
販
売
機
設
置
料

の
入
札
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

第　

回
３１
福
知
山
市
合
唱
祭 
開
催
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市
・
府
民
税
の
申
告

【
提
出
先
／
市
役
所
税
務
課（
℡　
２４

‐
７
０
２
４
・　
　

‐
６
５
３
７
）、

ＦＡＸ
２３

各
支
所
】

●
市
・
府
民
税
の
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
は
次
の
と
お
り

で
す

①
平
成　

年
１
月
１
日
に
市
内
に

２４

住
所
が
あ
り
、昨
年
一
年
間
に

所
得
が
あ
っ
た
人

②
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

得
が
あ
っ
た
人

③
公
的
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け

て
お
り
、公
的
年
金
の
源
泉
徴

収
票
に
記
載
の
な
い
諸
控
除
を

受
け
る
人（ 
寡  
婦 
控
除
な
ど
）

か 

ふ

④
平
成　

年
分
ま
で
は
確
定
申
告

２２

書
を
提
出
し
て
い
た
が
、平
成

　

年
分
に
つ
い
て
は
、そ
の
必

２３要
が
な
く
な
っ
た
人

※
平
成　

年
度
の
市
・
府
民
税
の

２３

申
告
を
さ
れ
た
人
に
は
、平
成

　

年
度
の
申
告
書
を
１
月
下
旬

２４に
送
付
し
ま
す
。新
た
に
市
・
府

民
税
の
申
告
を
さ
れ
る
人
は
、

市
役
所
税
務
課
・
各
支
所
に
申

告
書
を
備
え
て
い
ま
す
の
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。 

平
成　

年
度
分
か
ら
適
用
さ

２４

れ
る
主
な
税
制
改
正

●
扶
養
控
除
の
見
直
し

（
１
）　

歳
未
満
の
扶
養
親
族（
年

１６
少
扶
養
親
族
）に
係
る
扶
養
控

除（　

万
円
）が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

３３

（
２
）　

歳
以
上　

歳
未
満
の
特
定

１６

１９

扶
養
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
の

上
乗
せ
部
分（　

万
円
）が
廃
止

１２

さ
れ
、扶
養
控
除
額
が　

万
円

３３

と
な
り
ま
す
。

●
同
居
特
別
障
害
者
に
対
す
る
障

害
者
控
除
の
見
直
し

　

年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養

控
除
の
廃
止
に
伴
い
、居
住
者
の

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親

族
が
同
居
特
別
障
害
者
で
あ
る
場

合
に
、配
偶
者
控
除
ま
た
は
扶
養

控
除
の
額
に　

万
円
を
加
算
す
る

２３

措
置
は
、同
居
特
別
障
害
者
に
対

す
る
障
害
者
控
除
の
額
を
１
人
に

つ
き　

万
円（
特
別
障
害
者
で
あ

５３

る
場
合
の
障
害
者
控
除
額　

万
円

３０

に　

万
円
を
加
算
し
た
額
）と
す

２３
る
制
度
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

●
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限

額
の
引
き
下
げ

　

寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限

額
が
２
０
０
０
円（
現
行
５
０
０

０
円
）に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
自
治
体
へ
の
義
援
金
や

寄
附
金
、ま
た
は
日
本
赤
十
字
社

や
中
央
共
同
募
金
会
な
ど
、被
災

地
方
団
体
の
救
護
を
目
的
と
し
て

募
金
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
に

対
す
る
義
援
金
は「
ふ
る
さ
と
納

税
」と
し
て
、寄
附
金
税
額
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
上
場
株
式
な
ど
に
係
る
配
当
・

譲
渡
所
得
に
対
す
る
軽
減
税
率
の

延
長

　

上
場
株
式
な
ど
の
配
当
・
譲
渡

所
得
に
係
る　

％
軽
減
税
率（
所

１０

得
税
７
％
、住
民
税
３
％
）の
適
用

期
限
が
延
長
さ
れ
、平
成　

年　
２５

１２

月　

日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

３１
確
定
申
告

【
提
出
先
／
福
知
山
税
務
署（
℡　
２２

‐
３
１
２
１
、自
動
音
声
に
よ
り

ご
案
内
し
て
い
ま
す
）

　

こ
の
ほ
か
、市
役
所
税
務
課
に

お
い
て
も
、給
与
所
得
者
や
公
的

年
金
等
受
給
者
の
人
な
ど
を
対
象

に
確
定
申
告
書
の
作
成
指
導
を
し

ま
す
。（
受
付
期
間：

２
月　

日
１６

（
木
）〜
３
月　

日（
木
）】

１５

●
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
は
次
の
と
お
り
で
す

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

が
あ
る
人

　

平
成　

年
中
の「
所
得
の
合

２３

計
金
額
」か
ら「
基
礎
控
除
そ
の

他
の
所
得
控
除
の
合
計
額
」を

差
し
引
き
、そ
の
額
を
基
と
し

て「
算
出
し
た
税
額
」が「
配
当

控
除
額
」の
合
計
を
超
え
る
場

合
②
給
与
所
得
が
あ
る
人
で
、次
の

よ
う
な
場
合

・
給
与
の
収
入
金
額
が
２
０
０
０

万
円
を
超
え
る
場
合

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

「
各
種
の
所
得
の
合
計
額
」が　
２０

万
円
を
超
え
る
場
合

・
給
与
を
２
箇
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
場
合
で
、年
末
調
整
さ

れ
た
主
た
る
給
与
以
外
の
従
た

る
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の「
所
得

の
合
計
額
」と
の
合
計
額
が　
２０

万
円
を
超
え
る
場
合

●
確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

る
給
与
所
得
者
な
ど
で
、次
に
該

当
す
る
場
合
に
は
、確
定
申
告
を

す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
年
の
中
途
で
退
職
し
、そ
の
後

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調

整
を
受
け
な
か
っ
た
場
合

所得税・個人住民税（市・府民税）の 
　　申告はお早めに 
所得税・個人住民税（市・府民税）の 
　　申告はお早めに 

　平成２３年分の所得税の確定申告と、平成２４年度分 
（平成２３年１月～１２月）の市・府民税の申告を２月１６日 
（木）から３月１５日（木）まで受付けます。 

　平成２３年分の所得税の確定申告と、平成２４年度分 
（平成２３年１月～１２月）の市・府民税の申告を２月１６日 
（木）から３月１５日（木）まで受付けます。 

2／16（木）～ 
3／15（木） 
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②
雑
損
控
除
、医
療
費
控
除
、寄
附

金
控
除
、住
宅
ロ
ー
ン
控
除
、政

党
等
寄
附
金
特
別
控
除
ま
た
は

住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

電
子
申
告
さ
れ
る
人
へ

【
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.nta.go.jp

】

　

申
告
書
の
作
成
は
、国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な

ど
を
入
力
す
れ
ば
、税
額
な
ど
が

自
動
計
算
さ
れ
、所
得
税
、消
費
税

の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な

ど
を
作
成
で
き
ま
す
。

　

作
成
後
は
、「
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
」を
利

用
し
て
提
出
で
き
る
ほ
か
、印
刷

し
て
税
務
署
に

郵
送
な
ど
で
提

出
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

電
子
申
告
を

利
用
さ
れ
る
場

合
は
、電
子
証

明
書
の
取
得
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

の
購
入
な
ど
の

事
前
の
準
備
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、確
定
申
告
に
関
す
る
情
報

や
申
告
書
な
ど
の
様
式
を
提
供
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て

い
る
人
へ
重
要
な
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

２３

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
を
有

す
る
人
で
、次
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
提
出
が
不
要
と
な
る
旨
、所

得
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

●
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出

が
不
要
と
な
る
場
合

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額（
２

箇
所
以
上
あ
る
場
合
は
、そ
の
合

計
金
額
）が
４
０
０
万
円
以
下
か

つ
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が　

万
円
以
下
に

２０

該
当
す
る
場
合

・
前
記
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、例
え
ば
、医
療
費
控
除
や

寄
附
金
控
除
な
ど
に
よ
る
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
で

あ
っ
て
も
市
・
府
民
税
の
申
告

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
、市
役
所
税
務
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
平
成　

年
以
降
に「
相
続
な
ど

１２

に
係
る
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ

く
年
金
」を
受
給
し
て
い
た
人
へ

　

相
続
な
ど
で
年
金
と
し
て
受
給

さ
れ
る
生
命
保
険
金
の
税
務
上
の

取
扱
い
が
変
更
と
な
り
、過
去
５

年
以
内
の
各
年
分
に
つ
い
て
、納

め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
所
得
税
に

つ
い
て
税
務
署
に
お
い
て
申
告
に

基
づ
き
還
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、平
成　

年
分
以
後
の
各
年

１２

分
に
つ
い
て
、納
め
す
ぎ
と
な
っ

て
い
る
所
得
税
に
相
当
す
る
額
を

特
別
還
付
金
と
し
て
支
給
す
る
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、こ
の
所
得

税
の
特
別
還
付
金
の
制
度
開
始
を

受
け
平
成　

年
度（
平
成　

年
分

１３

１２

の
所
得
）以
後
の
市
府
民
税
で
、納

め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
額
に
相
当

す
る
金
額
を
特
別
給
付
金
と
し
て

支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、市
役
所
税
務
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先時間相談日ところ

青色申告・住宅ローン
控除の確定申告・譲渡
所得の申告は税務署に
提出してください。

℡２４-７０２４

いずれも
午前９時３０分～
午後４時
（土・日を除く）

２月１６日（木）～３月１５日（木）市 役 所 税 務 課

℡５８-３００２２月２０日（月）、２８日（火）、２９日（水）
３月７日（水）、１４日（水）三 和 支 所

℡３７-１１０６２月２４日（金）、２７日（月）
３月１日（木）、６日（火）、１３日（火）夜 久 野 支 所

℡５６-１１０３２月２１日（火）、２２日（水）
３月２日（金）、８日（木）、９日（金）大 江 支 所

◆市・府民税の申告相談、申告受付

問い合わせ先時間相談日ところ

・受付時間は午後３時
３０分までです。
・新たに消費税の課税
事業者になられた人も
ご利用ください。
・土地、建物などの譲
渡所得については、福
知山税務署にご相談く
ださい。

℡２２-２１０８

いずれも
午前９時３０分～
正午、午後１時
～４時
（土・日を除く）

２月１６日（木）～２１日（火）
３月５日（月）～６日（火）福知山商工会議所

℡２２-２３６９２月１６日（木）福 知 山 納 税 協 会

℡５６-００７７２月２９日（水）福知山市商工会大江本所

℡５８-３６６７３月１日（木）福知山市商工会三和支所

℡３７-０００１３月２日（金）福知山市商工会夜久野支所

◆税理士による確定申告書の書き方などの無料相談

申告相談・説明会のご案内
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１
月　

日（
火
）は
、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料（
い
ず
れ
も
第
８
期
分
）、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
７
期
分
）、市
・
府
民
税（
普
通
徴
収
分
・
い
ず
れ
も
第
４
期
分
）の
納
期
限
日
で
す
。

３１

■
保
険
課
国
保
料
係（
℡　

‐
７
０
１
９
）■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係（
℡　

‐
７
０
１
３
）同
高
齢
者
医
療
係（
℡　

‐
７
０
１
８
）■
税
務
課
市
民
税
係（
℡　

‐
７
０
２
４
）■
代
表　
　

‐
６
５
３
７

２４

２４

２４

２４

FAX
２３

参
加
費
無
料
・
要
事
前
申
込

▼「
自
分
に
あ
っ
た
仕
事
が
見
つ
か
ら
な

い
」「
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
」「
フ

リ
ー
タ
ー
を
や
め
て
早
く
就
職
し
た
い
」

な
ど
の
お
悩
み
の
人
を
対
象
と
し
た「
就

職
力
Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
２
月
９
日（
木
）

　
　
　

２
月　

日（
木
）

２３

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室
（
内
記

３５

三
丁
目
）

内
容
／
▼
基
本
編（
午
前
）…
自
己
分

析
、▼
実
践
編（
午
後
）…
応
募
書
類

の
書
き
方
、模
擬
面
接

※「
基
本
編
」、「
実
践
編
」ど
ち
ら
か

一
方
だ
け
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
京
都

ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト

（
℡　

‐
３
８
１
５
・　
　

‐
３
８

２２

ＦＡＸ
２２

１
６
）

　

現
在
ま
た
は
将
来
の
創
業（
開
業
）

を
お
考
え
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
講
師
に
招

き
創
業
塾
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
２
月　

日（
日
）

１９

　
　
　

２
月　

日（
日
）

２６

　
　
　

３
月
４
日（
日
）

　
　
　

３
月　

日（
日
）

１１

　

い
ず
れ
も

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

分
３０

と
こ
ろ
／
商
工
会
館
（
東
中
ノ
町
）

ほ
か

内
容
／
創
業
の
基
礎
知
識
、
売
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
、
創
業
計
画
書
の
作

成受
講
料
／
５
０
０
０
円
（
資
料
代
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
福
知
山
商
工
会

議
所　

中
小
企
業
相
談
所
（
℡　

‐
２２

２
１
０
８
・　
　

‐
６
５
３
０
）

ＦＡＸ
２３

　

市
内
に
工
業
生
産
工
場
が
あ
り
、

工
業
用
生
産
機
械
を
更
新
ま
た
は
新

た
に
取
得
し
た
事
業
所
に
、
申
請
に

よ
り
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
長
田
野
工
業
団
地
・
長
田
野
工
業

団
地
ア
ネ
ッ
ク
ス
京
都
三
和
の
立
地

企
業
を
除
く
。

対
象
と
な
る
機
械
／
次
の
す
べ
て
の

項
目
に
該
当
す
る
機
械

▼
平
成　

年
１
日
１
日
〜　

月　

日

２２

１２

３１

に
購
入
し
、
耐
用
年
数
が
７
年
以
上

▼
固
定
資
産（
償
却
資
産
）課
税
台
帳

に
登
録
済
み
で
、
一
物
件
の
課
税
標

準
額
が　

万
円
以
上

２５

▼
固
定
資
産（
償
却
資
産
）税
の
平
成

　

年
度
課
税
分
の
納
付
が
完
了
し
て

２３い
る

▼
租
税
特
別
措
置
法
ま
た
は
地
方
税

法
の
規
定
に
よ
る
減
価
償
却
の
特
別

の
適
用
を
受
け
て
い
な
い

奨
励
金
の
額
／
課
税
標
準
額
の
１
・

５
㌫
以
内

※
１
機
械
に
つ
き
１
回
の
み

申
請
期
限
／
２
月　

日（
金
）

２４

■
商
工
振
興
課
産
業
振
興
係　
（
℡

　

‐
７
０
７
５
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

労働保険の成立手続はおすみですか 

事 業 主 の み な さ ま へ  

○労働保険とは、労働（通勤）災害や失業などが発生した際に、保険給付などを行うことに
より、労働者の福祉の増進を図る制度です。労働保険は、政府が管理・運営している強制
保険です。 

    原則として、労働者（パート・アルバイトを含む）を一人でも雇っていれば労働保険の適
用事業所となり、事業主は成立手続き（加入手続き）を行わなければなりません。 

労働保険の成立手続はおすみですか 労働保険の成立手続はおすみですか 
■お問い合わせ先 
京都労働局 総務部 労働保険徴収課 
（℡０７５-２４１-３２１３） 
または、最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所まで 
京都労働局ホームページ 
http://kyoto-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

労働保険とは… 
労災保険と雇用保険の2つを 
併せた保険のことをいいます。 

福知山市納付相
談のおしらせ

　京都地方税機構中丹地方
事務所職員による、市税・国
民健康保険料の納期を過ぎ
た人の納付相談を行います。
と　き／１月３１日（火）
　　　　午前９時～正午
ところ／市役所２階
　　　　税務課（内記三丁目）
　詳細については、京都地
方税機構中丹地方事務所
（℡５６‐０３４０・FAX５６‐０７４０）に
お問い合わせください。
※京都地方税機構中丹地方
事務所では、随時納付相談
を行っています。

知
っ
て
得
す
る
就
職
活
動
の
掟
！ 

  
「
就
職
力
Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
」 

創
業（
開
業
）を
お
考
え
の
み
な
さ
ん
へ 

「
創
業
塾
」
開
催 

工
業
生
産
機
械
導
入
奨
励
金 

ご
利
用
く
だ
さ
い 
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募
集
団
地
・
募
集
戸
数
・
月
額
家
賃

案
内
書
配
布
／
１
月　

日（
月
）

３０

　
　
　
　
　

〜
２
月　

日（
金
）

１０

申
込
受
付
期
間
／
２
月
６
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
２
月　

日（
金
）

１７

い
ず
れ
も
午
前
８
時　

分
〜

３０

　
　
　
　

午
後
５
時　

分
１５

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

申
込
資
格
／
（
①
〜
⑥
の
す
べ
て

を
満
た
す
世
帯
）

①
収
入
基
準
月
額　

万
８
０
０
０

１５

円
以
下
の
世
帯
。

※
次
の
○ア
 

〜
○ク
 

の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯
の
場
合
は
、
収
入
基

準
月
額
は　

万
４
０
０
０
円

２１

○ア
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
に

３１

生
ま
れ
た
人
の
み
、
ま
た
は
昭

和　

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

３１
れ
た
人
と　

歳
未
満
の
人
の
み

１８

の
世
帯

○イ
 

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
〜
４

級
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

が
い
る
世
帯

○ウ
 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
、
２
級
）
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
が
い
る
世
帯

○エ
 

戦
傷
病
者
手
帳（
特
別
〜
第

６
項
症
、ま
た
は
第
１
款
症
）の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
が
い
る

世
帯

○オ
 

原
子
爆
弾
被
害
者
と
し
て
、

厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け

て
い
る
人
が
い
る
世
帯

○カ
 

海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
、５

年
が
経
過
し
て
い
な
い
人
が
い

る
世
帯

○キ
 

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者

な
ど
に
該
当
し
て
い
る
人
が
い

る
世
帯

○ク
 

同
居
親
族
に
小
学
校
就
学
前

の
児
童
が
い
る
世
帯

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
入
居
日

に
同
居
で
き
る
親
族
・
婚
約
者
が

い
る
。

※
南
佳
屋
野
は
、
単
身
者
可
。

③
市
内
在
住
、ま
た
は
在
勤
で
あ
る
。

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

⑤
申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
暴

力
団
員
で
な
い
。

⑥
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
。

※
世
帯
の
種
類
に
よ
り
申
込
み
で

き
る
団
地
が
限
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
建
築
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

入
居
の
決
定
／
入
居
者
選
考
委
員

会
で
の
選
考
、
ま
た
は
公
開
抽
選

で
決
定
し
ま
す
。

入
居
期
日
／
平
成　

年
４
月
末

２４

申
込
み
に
必
要
な
書
類
／

▼
入
居
申
込
書　
（
建
築
課
に
あ

り
ま
す
）

▼
世
帯
全
員
の
収
入
証
明
書
（
平

成　

年
度
課
税
証
明
書
な
ど
。
無

２３
職
の
人
は
、
そ
の
こ
と
を
証
明
で

き
る
書
類
）

▼
納
税
証
明
書

▼
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
、

ま
た
は
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明

書▼
そ
の
ほ
か
、
市
が
求
め
る
書
類

申
込
方
法
／
申
込
受
付
期
間
内
に

必
要
書
類
を
持
っ
て
、
建
築
課
住

宅
管
理
係
（
℡　

‐
７
０
５
３
・

24

　
　

‐
６
５
３
７
・
Ｅ
メ
ー
ル 

ＦＡＸ
23

k
en
tik
u
@
city
.fu
k
u
ch
iy
am
a.

kyoto.jp

）
ま
で
。

月　額　家　賃募集
戸数

募集
団地

２万６０００円～５万１０００円１戸秋津が丘
２万円～３万９３００円１戸旭 が 丘

２万 ２００円～４万１９００円２戸夕陽が丘
２万６８００円～５万２７００円１戸岡 ノ 三
１万３６００円～２万８５００円２戸南佳屋野
１万 ９００円～２万１４００円１戸南 岡
１万９２００円～３万７８００円１戸広 峯
２万　１００円～３万９５００円１戸向

市市市市市市
営営営営営営
住住住住住住
宅宅宅宅宅宅（（（（（（
空空空空空空
家家家家家家
））））））

市
営
住
宅（
空
家
）

入入入入入入
居居居居居居
者者者者者者
募募募募募募
集集集集集集

入
居
者
募
集

宅地販売  宅 地 販売  

□荒河東共通事項□　●売主／福知山市　●地目／宅地 
●交通／KTR厚中問屋駅徒歩約８分　●用途地域／工業地域　●建
ぺい率・容積率／６０％・２００％　●道路幅員／８ｍ　●設備／電気（関
西電力）、市ガス（要相談）、市上水道（前面道路まで）、下水（公共下水道）
　●上水道加入金／1６３，８００円税込（口径２０ｍｍの場合）●汚水枡／
宅地単価に含む　●学校／修斉小・成和中　●自治会／上荒河　●
地耐力調査／実施しておりません。 

□申込み方法□ 
　●必要書類を用地販売促進室に持参または郵送してください 
□必要書類□ 
　●普通財産売払申請書 
　●住民票抄本またはそれに代わる証明書 
　●納税証明書（市税） 

宅地販売  
福知山市役所  用地販売促進室　〒６２０‐８５０１ 福知山市内記１３番地の１ 

※福知山市のホームページは「事業者向け情報」→「宅地分譲・販売」からお入りください 
℡0773‐24‐7068（直通）  ＦＡＸ0773‐23‐6537

河守 

石原 

駅南 

緑ヶ丘 
駅周 

※宅地のみ分譲。建設時期、建築業 
　者は問いません。 

荒河東 

土地価格（円）円／㎡地積（㎡）所在地物件番号
１３，４７１，５３６６２，４００２１５．８９荒河東町６２番１荒１
１３，２３５，６６４６２，４００２１２．１１荒河東町６２番２荒２
１２，８５２，９９６６１，１００２１０．３６荒河東町６２番３荒３
１３，０５７，８２４６２，４００２０９．２６荒河東町６２番４荒４
１２，６９９，６３５６１，１００２０７．８５荒河東町６２番５荒５

平成２３年１２月２６日現在
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大　

会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
き
／
３
月
４
日（
日
）

ス
タ
ー
ト
／
午
前　

時　

分

１０

３０

と
こ
ろ
／
三
段
池
公
園
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
す
る
コ
ー
ス
（
三
段
池
公
園
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
大
は
ら
っ
ぱ

広
場
周
辺
周
回
コ
ー
ス
）

募
集
内
容　
　
　
　
　
　
　
　
　

競
技
方
法

▼
男
子
の
部
（
混
成
含
む
）

▼
女
子
の
部

　

い
ず
れ
も
、
４
人
１
チ
ー
ム
と

す
る
リ
レ
ー
方
式
（
第
１
走
２
・

８
㌔
㍍
、
第
２
〜
第
４
走
２
・
４

㌔
㍍
）

参
加
料
／
１
チ
ー
ム
２
５
０
０
円

参
加
資
格
／

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人

申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙

（
市
民
体
育
館
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
、

各
支
所
な
ど
の
ほ
か
、
市
体
育
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
参
加
料
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
／

２
月
１
日（
水
）〜　

日（
月
）

２０

申
込
先
／

■（
財
）福
知
山
市
体
育
協
会
（
市

民
体
育
館
内　

℡　

‐
３
５
５
７
・

２２

　
　

‐
４
６
５
７
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ＦＡＸ
２２

ジh
ttp
://w

w
w
5.ocn

.n
e.jp
/

̃fu
k
u
tai/

）

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
公
設
地
方

卸
売
市
場
管
理
棟
内　

℡　

‐
７
２４

０
６
９
・　
　

‐
２
８
５
８
）

ＦＡＸ
２４

と
き
／
３
月　

日（
日
）

１８

▼
大
江
山
女
子
駅
伝

ス
タ
ー
ト
／
正
午

コ
ー
ス
／
大
江
町

　

総
合
会
館
前（
中
央
）

　

ス
タ
ー
ト

　

５
区
間　

・
５
㌔
㍍

１４

出
場
資
格
／

　

高
校
生
を
除
く　

歳
以
上
の
女

１８

性
５
人
以
上
の
チ
ー
ム

※
チ
ー
ム
編
成
が
で
き
な
い
場
合
、

高
校
生
を
含
む　

歳
以
上
の
女

１６

性
２
人
ま
で
可
。
こ
の
場
合
、

総
合
成
績
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

参
加
料
／
１
チ
ー
ム
７
０
０
０
円

※
申
込
時
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
２
月　

日（
月
）

２０

▼
鬼
っ
子
マ
ラ
ソ
ン　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
／
午
後
０
時　

分
１０

種
目
／

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
２
㌔
㍍
）

定
員
／　

組
（
先
着
順
）

５０

参
加
料
／
１
組
１
０
０
０
円

②
小
学
生
の
部（
男
女
）（
３
㌔
㍍
）

定
員
／
１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
料
／
１
人
５
０
０
円

※
参
加
料
は
、
当
日
納
め
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限
／
３
月
２
日（
金
）

申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
用
紙
を

大
江
山
女
子
駅
伝
事
務
局
（
〒
６

２
０
‐
０
３
９
８　

大
江
町
河
守

２
８
５　

大
江
地
域
公
民
館
内

℡　

‐
０
０
２
５　

Ｅ
メ
ー
ル
／

５６

t_saw
arag

i@
y
ah
oo.co.jp

）
ま

で
送
付
。

※
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
、

各
支
所
な
ど
に
あ
り
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

開
庁
期
間

　

２
〜
４
月
の
毎
週
土
曜
日

開
庁
時
間

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時

３０

開
庁
場
所

　

市
役
所
市
民
課
窓
口
（
内
記

三
丁
目
）

取
扱
業
務　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
課
業
務　
　
　
　
　
　
　

▼
証
明
業
務

　

戸
籍
謄
抄
本
、
住
民
票
、
印

鑑
証
明
、
外
国
人
登
録
記
載
事

項
証
明
書

※
証
明
発
行
に
は
委
任
状
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
印
鑑
証
明
に
は
印
鑑
登

録
証
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
事
前
に
市
民
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
業
務

　

戸
籍
届
出（
預
か
り
の
み
）、

住
民
異
動（
転
入
、転
出
、転
居
、

世
帯
変
更
な
ど
）、印
鑑
登
録

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発

行
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

住
民
異
動
に
伴
う
、
健
康
保

険
、
福
祉
医
療
、
ふ
く
ふ
く

医
療
な
ど
の
異
動
届
出
は
、

後
日
そ
れ
ぞ
れ
の
課
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
業
務　
　
　
　
　
　
　

▼
所
得
証
明
、
課
税
証
明
業
務

※
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
課
税
資

料
が
あ
る
場
合
の
み
。

学
校
教
育
課
業
務　
　
　
　
　

▼
住
所
異
動
に
伴
う
、
市
立
小

中
学
校
へ
の
入
学
・
転
校
の
手

続
き
業
務

※
定
め
ら
れ
た
通
学
区
域
内
に

あ
る
学
校
へ
の
入
学
・
転
校

に
限
り
ま
す
。

■
市
民
課
窓
口
係

（
℡　

‐
７
０
１
４
・　
　

‐

２４

ＦＡＸ
２３

６
５
３
７
）

●
医
療
、
年
金
、
子
育
て
、
福

祉
な
ど
の
相
談
や
手
続
き
、
公

共
料
金
の
支
払
い
な
ど
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
三
和
支
所
、
夜
久
野
支
所
、

大
江
支
所
は
開
庁
し
ま
せ
ん
。

第　

回
２３
大
江
山
女
子
駅
伝
と

　
 
鬼
っ
子
マ
ラ
ソ
ン

第　

回
市
民
駅
伝
大
会

１９
エ
ン
ト
リ
ー（　
 
〜 　

）

２  /　１

２ /　２０

大江山女子駅伝は今回
をもって終了します！

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時

３０
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と
き
／

　

各
教
室
と
も
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ
／

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
牧
・
環
境
パ
ー
ク
内
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要

で
す
。

※
設
備
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
同

一
教
室
で
の
申
し
込
み
は
、
１
世
帯
１

人
と
し
ま
す
。 

申
込
方
法
／
各
教
室
の
前
日
ま
で
に
、
環

境
政
策
室
環
境
保
全
係
（
℡　

‐
１
８
２

２２

７
・　
　

‐
４
８
８
１
）
ま
で
。

FAX
２２

※
先
着
順
。

※
団
体
で
の
体
験
教
室
も
受
け
付
け
ま
す
。

（
月
２
組
以
内
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
教
室
の

２
日
前
ま
で
に
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
再
利
用
を
進

め
る
た
め
、
修
理
・
再
生
し
た
家
具
類
と 

自
転
車
を
安
価
で
販
売
し
ま
す
。

再
生
品
／
家
具
類　
　

点
１５

（
５
０
０
〜
２
３
０
０
円
）

自
転
車　

お
と
な
用
５
台

（
２
３
０
０
〜
３
０
０
０
円
）

※
防
犯
登
録
料
を
含
む

展
示
販
売
場
所
／
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
１

階
（
牧
・
環
境
パ
ー
ク
内
）

販
売
方
法
／
①
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
受
付

に
あ
る
申
込
用
紙
で
購
入
の
申
し
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
込
は
家
具
類
・
自
転
車
ご
と
に
１
世

帯
１
品
ず
つ
で
す
。

②
３
月
４
日（
日
）に
購
入
者
を
決
定
し
電

話
な
ど
で
購
入
決
定
者
に
通
知
し
ま
す
。

※
購
入
希
望
者
が
複
数
の
場
合
は
抽
選
で

購
入
者
を
決
定
し
ま
す
。

③
通
知
か
ら
２
週
間
以
内
に
代
金
の
支
払

い
お
よ
び
物
品
の
引
き
取
り
を
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付
／
２
月
１
日（
水
）か
ら
２
月　
２９

日（
水
）の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
ま

３０

で（
土
曜
日
、第
２
・
４
日
曜
日
を
除
く
）

申
込
資
格
／
市
内
在
住
ま
た
は
、
在
勤
の

人
（
中
学
生
以
下
の
人
は
、
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

手
づ
く
り
体
験
教
室

２月のリサイクルプラザ手づくり体験教室
受講料募集人数教　室　名開催日

１００円６人
牛乳パック教室　
座椅子 (大 ) を作ろう
※ミシンを使います。

 ６日（月）

２００円６人
（中学生以上）

ガラス教室　
トンボ玉を作ろう（ガラス玉）
※バーナーを使います。

１００円６人
布教室　
ガーデニング帽子を作ろう
※ミシンを使います。

 ９日（木）

１００円１０人
牛乳パック教室　
結び 雛 （ 雛 人形）を作ろう

ひな ひな１３日（月）

１００円６人
布教室　
おしゃれエプロンを作ろう
※ミシンを使います。

１７日（金）

１００円４人
裂き織り教室　
ポーチを作ろう　
※手織り機とミシンを使います。１９日（日）

１００円１０人布教室　座布団 雛 を作ろう
ひな

１００円６人
布教室　
おしゃれ頭巾を作ろう
※ミシンを使います。

２２日（水）

１００円１０人

布教室　
布ぞうりを作ろう
※バスタオルがあれば丈１５０㌢㍍
×幅３㌢㍍ 程度に裁断して持参し
てください。

２７日（月）

修
理
再
生
品
の
展
示
販
売

と
こ
ろ
／
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ　

要
事
前
申
込
／
２
月
７
日（
火
）８：

　

か
ら　

：

　

に
、電
話
、　

ま
た
は
直
接
市
長

３０

１７

１５

FAX

公
室（
℡　

‐
７
０
２
７
・　
　

‐
７
０
２
３
）ま
で
。申
込
多
数
の
場
合
、抽
選
で
６
人（
組
）ま
で
。※
初
め
て
の
人
を
優
先
。

２４

FAX
２４

市
長
の
何
で
も
相
談
日
２
月　

日（
火
）

１４

９：３０～
１１：３０

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
カ
ン
ち
ゃ
ん
！

カ
ン
ち
ゃ
ん　

お
め
で
と
う
ビ
ン
ち
ゃ
ん
！
今
年
も
よ
ろ

し
く
〜
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

１
月
に
入
っ
て
い
よ
い
よ
冬
も
本
番
や

な
。 

カ
ン
ち
ゃ
ん　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
く
け
ど
、
最
近
、

家
で
使
っ
て
る
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
調
子
が
悪
い
か
ら
、
新
し

く
買
お
う
か
と
思
っ
て
る
ん
や
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
か
、
じ
ゃ
あ
古
い
ス
ト
ー
ブ
は
も
う

廃
棄
す
る
ん
？

カ
ン
ち
ゃ
ん　

う
〜
ん
、
で
き
る
だ
け
修
理
し
て
長
く
使

い
た
い
け
ど
…
。
も
し
廃
棄
す
る
と
し
た
ら
ど
う
し
た
ら

え
え
ん
や
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

石
油
ス
ト
ー
ブ
も
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
も
「
燃

や
さ
な
い
ご
み
」と
し
て
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
な
ん
か
、じ
ゃ
あ「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」

の
有
料
指
定
袋
に
入
り
き
る
大
き
さ
で
あ
れ
ば
収
集
に

も
出
せ
る
ん
や
な
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
や
で
。た
だ
、石
油
ス
ト
ー
ブ
を
収
集

に
出
す
と
き
や
、
環
境
パ
ー
ク
へ
直
接
持
ち
込
む
と
き
に

は
、次
の
３
点
を
絶
対
に
守
ら
ん
と
い
か
ん
で
！

①
灯
油
タ
ン
ク
の
中
を
完
全
に
空
に
す
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
本
体
の
底
に
溜
ま
っ
た
灯
油
を
取
り
除
く

（
新
聞
紙
や
古
布
な
ど
に
浸
み
込
ま
せ
て
燃
や
す
ご
み
と

し
て
出
す
）

③
本
体
に
入
っ
て
い
る
乾
電
池
を
取
り
外
す
（
乾
電
池
は

別
袋
で
燃
や
さ
な
い
ご
み
の
日
に
出
す
）

カ
ン
ち
ゃ
ん　

収
集
や
処
理
過
程
で
の
火
災
事
故
を
防

ぐ
た
め
や
な
！
了
解
！
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　市街地を北上して牧川・国道９号線沿いを夜久野地域へと向かう。福知
山市の最も西端となる 夜  久  野  ヶ  原 への長い上り坂の手前、 高  内 から牧川を

や く の が はら たか うち

 遡 れば上夜久野方面へ。まもなく読むのが難しい ｢大油子 ｣という地名が
さかのぼ

出てくるが、“おゆご”と読むのが正しい。
　広い道路から 喜  代  見  神  社 、 東  源  寺 、そして家々の間を細く長く続く道を

き よ み じん じゃ とう げん じ

中ほどまで進むと 熊  野  神  社 の鳥居が出迎えてくれます。めざす 旧  大  日  寺  木 
くま の じん じゃ きゅう だい にち でら もく

 造  観  音  菩  薩  立  像 はこの裏手大山の七合目あたり、急な坂道を息も絶え絶え
ぞう かん のん ぼ さつ りゅう ぞう

に登った山中の観音堂に伝えられています。
　観音堂はこの地にあった 高  油  山  大  日  寺 という山岳寺院の残影といわれ、

たか ゆ さん だい にち じ

今はこの 堂  宇 一棟が伝えられるのみです。
どう う

　木造観音菩薩立像は ｢ 大  山  観  音 ｣ として信仰されてきた仏像で観音堂の
おお やま かん のん

 厨  子 内に安置されています。木の芯を後方に外した針葉樹の一材から彫り
ず し

出されたもので、面長でプロポーションも良く、下半身はどっしりと重い
構造、 裳 の折り返し、深く彫りこまれた 天  衣 の作風から１０世紀の制作と考

もすそ てん ね

えられる古像です。
　ただ残念なことに、面相や頭髪部には彫り直しがあり、両肩先・背面な
ども後の時代に補修されています。けれども湿気の多い山中に伝来したに
もかかわらず、千年にわたってこの地に 遺 されたことは奇跡に近く、なに

のこ

より地域のみなさんの信仰心、大切にされる深い思いがその理由と考えら
れます。夜久野地域の屈指の古像として貴重な文化財です。
■生涯学習課文化財保護係（℡２４‐７０６５・ＦＡＸ２４‐４８８０）

⑦ ⑦ ⑦ 

観音菩薩立像

　

平
成　

年　

月
を
も
っ
て
、「
ｅ
‐
ふ
く

２３

１０

ち
や
ま
」
整
備
事
業
に
お
け
る
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
環
境
整
備
お
よ
び
テ
レ
ビ
難
視
聴

対
策
の
幹
線
な
ど
の
主
要
工
事
を
終
了
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
の
追
加
申

し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

福
知
山
市
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設

加
入
金
・
使
用
料
に
つ
い
て

●
加
入
金　

２
１
０
０
円
（
消
費
税
相
当

額
含
む
）

●
使
用
料
（
年
額
）　

６
３
０
０
円
（
消
費

税
相
当
額
含
む
）

●
加
入
金
の
免
除
・
使
用
料
の
減
免

　

申
請
が
必
要
な
人
は
、
情
報
推
進
課

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
納
入
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
分
は
、
平
成　

年
１
月

２３

２４

か
ら
２
月
に
か
け
て
、
加
入
金
や
使
用

料
の
納
入
に
必
要
な
納
付
書
を
送
付
い

た
し
ま
す
の
で
、
３
月
末
日
ま
で
に
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

（
な
お
、
供
用
開
始
が
年
度
途
中
の
場

合
は
、
月
割
計
算
と
な
り
ま
す
。）

テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
の
撤
去
費
を
支
援

し
ま
す

　
「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」
整
備
事
業
の
テ
レ

ビ
難
視
聴
対
策
へ
の
加
入
に
よ
り
、
不
要

に
な
っ
た
既
存
の
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設

を
撤
去
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
部

を
支
援
し
ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
組
合
は
、
情
報
推
進
課

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
情
報
推
進
課
地
域
情

報
係
（
℡　

‐
７
０
６
０
・　
　

‐
６
５

２４

ＦＡＸ
２３

３
７
）

　

消
防
本
部
・
消
防
署
・
東
分
署
・
北
分
署

で
は
、常
時
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
ほ
か
、

次
の
日
程
で
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

▼
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ１

月　

日（
月
）

２３

▼
大
江
町
総
合
会
館　
　

１
月　

日（
月
）

３０

▼
三
和
支
所　
　
　
　
　

２
月　

日（
月
）

１３

い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

※
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
で
、
取
り
付
け
に

お
困
り
の
時
は
、住
宅
用
火
災
警
報
器「
取

り
付
け
お
助
け
隊
」
が
お
伺
い
し
ま
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
火
災
警
報
器
な
ど
の
斡
旋
･
販
売
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

■
消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係

（
℡　

‐
５
１
１
９
・　
　

‐
５
４
５
８
）

２３

ＦＡＸ
２２

「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」

「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
」

整
備
事
業
の
主
要
工
事
終
了

整
備
事
業
の
主
要
工
事
終
了

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
平
成　

年
７
月　

日
で
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ
ジ
）
に
変
わ
り
ま
し
た
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
問
い
合
わ
せ
は
、

２３

２４

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
1
０
1
）
・
デ
ジ
サ
ポ
京
都
（
℡
０
７
５
‐
３
３
０
‐
３
０
３
０
）
ま
で

地
デ
ジ
相
談
の
ご
案
内



と
き
・
と
こ
ろ
／

①
２
月
４
日（
土
）　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
市
民
会
館　

号
室（
内
記
三
丁
目
）

３１

▼
大
江
町
総
合
会
館（
中
央
）

②
２
月　

日（
土
）　

午
後
１
時
〜
４
時

１８

▼
三
和
会
館（
千
束
）

▼
夜
久
野
町
教
育
集
会
所（
向
）

※
予
約
不
要
、無
料

■
京
都
司
法
書
士
会
中
央
支
部（
℡　

‐
６
７
８
０
）

22

■
京
都
土
地
家
屋
調
査
士
会
中
丹
支
部（
℡
０
７
７

３
‐　

‐
１
１
０
１
）
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「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
で
使
用
す
る 
挿  
絵 
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
や
、
写
真
な
ど
を
提
供
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
市
長
公
室
広
報
係
（
℡　

‐

さ
し 

え

２４

７
０
０
０
・　
　

‐
７
０
２
３
・
Ｅ
メ
ー
ル　hisyo@

city.fukuchiyam
a.kyoto.jp

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ＦＡＸ
２４

募集！

広報ふくちやま　H22（2010）．12．15
１２月末現在の人口・世帯数　※（　）は前月比。
★人口  ８１，７４２人（－１１）　男  ３９，９２９人（－６）　女  ４１，８１３人（－５）　　★世帯数  ３５，０５３世帯（－２）

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
の
法

律
・
登
記
無
料
相
談
会

●市政だより●休日当番医（２月）
２６日
（日）

１９日
（日）

１２日
（日）

１１日
（土・祝）

５日
（日）

　９：００～１２：００
１３：３０～１７：３０

休 日 急 患 診 療 所
（北本町二区　℡ ２２‐４１２８）

内 科
小児科

※休日急患診療所開設日の１８：００～２４：００は、当番医がそれぞれの診療所において在宅診
療を行っています。詳細は、休日急患診療所（℡２２‐４１２８）または消防署（℡２２‐０１１９）まで。

２６日
（日）

１２日
（日）

５日
（日）　０：００～２４：００福 知 山 市 民 病 院

（厚中問屋町　℡ ２２‐２１０１）
外 科

１９日
（日）

１１日
（土・祝）　０：００～２４：００京 都 ル ネ ス 病 院

（西 本 町　℡ ２２‐３５５０）

ＫＢＳ京都 
テレビ 毎週木曜日 17：55～17：58

ふくちやまFMキャッスル 
　8：00～8：05 
17：20～17：25

月～金曜日 

２月の図書館おはなし

「読みきかせ講座」参加者募集！
　子どもの読書活動の普及と読みきかせボランティアの育成を図るため、「読みきかせ講座」を開催します。
とき／２月５日（日）午前１０時３０分～
ところ／市民会館３１号室（内記三丁目）
内容／読みきかせ講座「ブックトークを楽しもう」　講師　 代  田  知  子 さん（日本子どもの本研究会理事）

しろ た とも こ

定員／１００人程度　　参加費／無料
申込方法／申込用紙に必要事項を記入し、電話・ファクスまたは直接図書館まで
※申請書は各図書館、市ホームページにあります。
■申込・問い合わせ先／図書館中央館（℡２２-３２２５・ＦＡＸ２２-７１１８）
　
蔵書点検のため図書館を臨時休館します　　　　　　　　　　　　　　　　
とき・ところ／ ▼図書館中央館　２月７日（火）～１２日（日）

▼図書館三和分館・夜久野分館・大江分館　２月１４日（火）～１５日（水）
※このほか月曜日は定休日です。
※休館中の図書の返却は、返却ボックスをご利用ください。ただし、視聴覚資料・紙芝居・他館からの借
受資料は、返却ボックスには入れないようにお願いします。

ところ／問い合わせ先対 象と き催 し
■大江分館（℡５６‐１０１７）幼児～小学生１０：３０～１８日（土）

お は な し 会 ■夜久野分館（℡３７‐１０６６）
幼 児

１３：３０～１９日（日）

■三和分館（℡５８‐４７１５）１０：３０～２４日（金）

■図書館中央館（℡２２‐３２２５）中央館のおはなし会はおやすみです
いずれのおはなし会も、都合により内容を変更することがあります。

■図書館中央館（℡２２-３２２５・ＦＡＸ２２-７１１８）
■図書館三和分館（℡５８-４７１５・ＦＡＸ５８-４７１６）

■図書館夜久野分館（℡３７-１０６６・ＦＡＸ３７-１０６６）
■図書館大江分館（℡５６-１０１７・ＦＡＸ５６-１０１７）

２０１１年福知山市の１０大ニュース決定 ！
「ウリ坊・みわちゃん」が２連覇 ！

　昨年１１月１日号で募集しました｢あなたが決める福知山市の１０
大ニュース」に多数の投票、ありがとうございました。

（投票者数３３８人）
１位　２９０票【４月】ラストラン！  ありがとう　みわちゃん・ウリ坊
２位　２１８票【年間】東日本大震災発生
３位　１９４票【５月】世界一（高さ２２．９㍍）のブランコが三和に出現
４位　１６５票【１１月】福知山マラソンは今年も健在
５位　１５９票【１０・１１月】国民文化祭　華やかに開催
６位　１５１票【年間】全国で局所的大雨　市内各所でも大雨被害
７位　１４５票【年間】東日本大震災や台風１２号豪雨災害に広がる人の輪
８位　１３５票【４月】合併後初の全市域での福知山市議会議員一般選挙
９位　１３４票【７～９月】市内各所で真夏の節電が取り組まれる
１０位　１１４票【年間】「ゴーヤ先生」全国で大活躍
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問い合わせ先場　所時　間日（曜日）相　　談区分

人権推進室
℡ ２４‐７０２２
FAX ２３‐６５３７

市 民 相 談 室１３：００～１６：００２７日（月）人 権 相 談
人　
　
　

権

大江町総合会館
 ９：００～１２：００

１０日（金）
心 配 ご と 相 談 三 和 支 所１５日（水）

夜久野ふれあいプラザ２０日（月）
人 権 相 談 室１３：００～１６：００ ９日（木）

女 性 相 談
要事前申込／前週金曜日までに電話または直接人権推進室まで。先着３人。

○場 ○問 東部保健福祉センター　℡５８‐２０９０　FAX ５８‐３０１３
１３：３０～１５：３０

 ８日（水）

成 人 の 健 康 相 談
栄 養 相 談健

　
　
　
　
康

○場 ○問 北部保健福祉センター　℡５６‐２６２０　FAX ５６‐２０１８１４日（火）
○場 ○問 西部保健福祉センター　℡３７‐１２３４　FAX ３７‐１２４３２１日（火）
○場 ○問 中央保健福祉センター　℡２３‐２７８８　FAX ２３‐５９９８ ９：３０～１１：００２８日（火）

栄養相談は要事前申込／当日までに、電話・ＦＡＸまたは直接各保健福祉センターまで。
○場 ○問 北部保健福祉センター　℡５６‐２６２０　FAX ５６‐２０１８

 ９：３０～１１：３０
 ８日（水）

親と子の健康相談
○場 ○問 西部保健福祉センター　℡３７‐１２３４　FAX ３７‐１２４３１０日（金）
○場 ○問 東部保健福祉センター　℡５８‐２０９０　FAX ５８‐３０１３１６日（木）

要事前申込／当日までに、電話・ＦＡＸまたは直接各保健福祉センターまで。

社会福祉課
℡２４‐７０１７　FAX ２２‐９０７３総合福祉会館

１３：００～１５：００５日（日）・１９日（日）身 体 障 害 者 相 談

福　
　
　
　

祉

１３：００～１５：００２３日（木）
身体障害者巡回更生相談

要事前申込／２月２１日（火）までに、電話・FAXまたは直接社会福祉課まで。
社協 本　　所 ℡２３‐３５７３　FAX ２４‐５２８２総合福祉会館

１３：００～１６：００ ３日（金）ふれあい福祉相談
社協 三和支所 ℡５８‐３７１３　FAX ５８‐３７３２東部保健福祉センター
社協 夜久野支所 ℡３８‐９０００　FAX ３８‐９０１２ふれあいの里福祉センター
社協 大江支所 ℡５６‐０２２４　FAX ５６‐１６５４老人福祉センター舟越会館
舞鶴年金事務所 ℡０７７３‐７８‐１１６５中丹勤労者福祉会館１０：００～１５：００１６日（木）

年 金 相 談
要事前申込／電話で舞鶴年金事務所お客様相談室（予約専用℡０７７３‐７６‐５７７２）まで。

子育て支援課　℡２４‐７０６６　FAX ２２‐９０７３家庭児童相談室 ８：３０～１６：１５月～金（祝日を除く）家 庭 児 童 相 談
○場 ○問 教育相談室　 ℡２４‐３７４９　FAX ２４‐５１３５ ９：００～１６：００月～金（祝日を除く）子 ど も 教 育 相 談教

育

生活交通課℡２４‐７０２０　FAX ２３‐６５３７消費生活センター相談室 ９：００～１６：００月～金（祝日を除く）

消 費 生 活 相 談

く　
　

ら　
　

し

○場 ○問 夜久野ふれあいプラザ　℡３７‐１１０１　FAX ３７‐５００２１３：３０～１５：３０１７日（金）
京都府中丹広域振興局

℡０７７３‐６２‐２５０６　FAX ０７７３‐６２‐２８５９
消費生活セン
タ ー 相 談 室１３：００～１５：００１日（水）・１５日（水）

農業委員会
℡２４‐７０４６　FAX ２３‐６５３７

各支所・京都農協・
京都丹の国農協の
各 支 店 ほ か

 ９：００～１２：００１０日（金）農 地 ・ 農 政 相 談

三 和 支 所　℡５８‐３００１　FAX ５８‐３０１３三 和 支 所

１３：００～１６：００

 ６日（月）

税 務 相 談
大 江 支 所　℡５６‐１１０１　FAX ５６‐２０１８大江町総合会館 ９日（木）
夜久野支所　℡３７‐１１０１　FAX ３７‐５００２夜久野ふれあいプラザ１４日（火）
市 長 公 室（ 下 記 と 同 じ ）市 民 相 談 室１６日（木）

○場 ○問 京都府福知山地域総務室　℡２２‐３９０１　FAX ２３‐８２４２ ９：００～１６：００８日（水）・２２日（水）交 通事故巡回相談
大 江 支 所　℡５６‐１１０１　FAX ５６‐２０１８大江町総合会館

 ９：００～１２：００
１０日（金）

行 政 相 談
行　

政　

・　

法　

律

三 和 支 所　℡５８‐３００１　FAX ５８‐３０１３三 和 支 所１５日（水）
夜久野支所　℡３７‐１１０１　FAX ３７‐５００２夜久野ふれあいプラザ２０日（月）

市 長 公 室
℡２４‐７０２７
FAX ２４‐７０２３

市 民 相 談 室

１３：００～１６：００
２２日（水）
 ９日（木）司法書士法律・登記相談

１３：３０～１５：３０１４日（火）公 証 相 談
１３：００～１６：００２３日（木）行 政 書 士 相 談
１２：３０～１６：３０２４日（金）

法 律 相 談 要事前申込／２月１６日（木）までに、市民相談室に来訪・電話・ＦＡＸいただくか、郵送（住所・氏名・電話番
号・相談内容を明記）で市長公室まで。※市民に限定。申込者多数の場合、抽選で１０人まで。

市 長 公 室（ 上 記 と 同 じ ）市 民 相 談 室１５：００～１８：００毎週金曜日
多重債務専門法律相談

要事前申込／前日午後４時までに、電話で京都弁護士会（℡０７５‐２３１‐２３７８）まで。各日先着４人。

略記号の説明　○場 ＝場所　○問 ＝問い合わせ先　社協　＝社会福祉協議会

●おもな相談　※いずれも無料・秘密厳守。特記した相談以外は、事前の申し込みは不要です。
相談あんない

��������
��������２ 月

広報ふくちやま
平成２４（２０１２）年１月１・１５日号

●発行／福知山市　●編集／市長公室　※「広報ふくちやま」の表記は、新聞表記基準に準じています。
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広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回
２
月
１
日
号
は
、
２
月
２
日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
市
長
公
室
広
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‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
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Ｅ
メ
ー
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@
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m
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）
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※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


